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JICA海外協力隊OB・OGの皆様へ
　JICA海外協力隊として開発途上国での活動を

終えられた後も、様々な形でJICAボランティア事

業に対し日頃よりご支援を賜り誠にありがとうござ

います。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今

年3月には約2000名もの隊員が全世界から引き

揚げ一時帰国をするなど、現在も再赴任できない

待機隊員や訓練入所を待つ合格者が空前の人数

規模で存在している状況にあります。引き続き、再

派遣に向け最善を尽くす所存です。

　この未曽有の状況下において、世界は様々な変化

や困難に直面しており、今までの日常が戻ってくる

見通しは立っていない中でも、日本国内のグローバ

ル化や多文化共生社会実現に向けて『第二の開国』

は変化しながらも確実に動いています。そのような

状況下において、協力隊経験者の皆様は日本社会

の未来における多様な可能性と経験を持った日本

の財産であり、特に多文化共生・地方創生などには

高い期待が集まっています。途上国で現地の方 と々

共に生活し、活動をしてきた中で、人種や文化的背

景が異なる方々と友好的かつ円滑な関係を築くこ

とのできる資質を磨き上げてきた皆様におかれま

しては、この新しい社会においてご自身のご経験や

スキルを活かし活躍できることが多くあるはずで

す。

　私たち青年海外協力隊事務局一同、JICAボラン

ティア事業の目的の一つであり、近年ますます注目

を浴びている「社会還元」に関する取り組みを、こ

れまで以上に推進するとともに、新しいJICAボラ

ンティア事業の価値や認知度の向上に努め、我々に

とって最も重要なパートナーである皆様をはじめ、

各地でご支援いただいている方々との恒久的な関

係を築いていけるよう尽力して参ります。

　皆様におかれましては、協力隊経験を経て掴ん

だ自信と確信を胸に、各地で新たな一歩を踏み出

そうとされている方々を応援いただくと共に、新し

い社会に向けての歩みをご一緒できましたら幸い

です。

　最後になりますが、皆様の益々のご活躍を祈念

し、JICAボランティア事業に対する変わらぬご支

援をお願い申し上げ、OB・OG向け『クロスロード』

発行にあたってのごあいさつとさせていただきます。

1992年	 青年海外協力隊員（理数科教師・
1992年度1次隊）としてタンザニア
に派遣

1996年	 国際協力機構（JICA）入構
	 ルワンダ事務所長、産業開発・公共

部次長、四国センター所長を務める
2019年	 青年海外協力隊事務局長に就任

小林広幸
KOBAYASHI Hiroyuki

JICA青年海外協力隊事務局長
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国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。



■ 中南米地域■ アジア地域■ 欧州地域
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　　　　公共・公益事業
1.8%

中南米
29.9%

アジア
26.6%

■ アフリカ地域
国名 一般   シニア 合計

ウガンダ 13 1 14
エチオピア 4 4
ガーナ 26 26
ガボン 1 1 2
カメルーン 9 9
ケニア 9 2 11
ザンビア 17 2 19
ジブチ 5 5
ジンバブエ 7 7
セネガル 15 1 16
タンザニア 20 1 21
ナミビア 7 7
ベナン 7 7
ボツワナ 7 7
マダガスカル 11 11
マラウイ 8 8
南アフリカ共和国 1 1 2
モザンビーク 15 1 16
ルワンダ 14 14
合計 196 10 206

国名 合計

アルゼンチン 10 3 4 17
エクアドル 11 11
エルサルバドル 9 9
グアテマラ 10 10
コスタリカ 14 3 17
コロンビア 5 5
ジャマイカ 8 1 9
セントビンセント 3 3
セントルシア 2 2
ドミニカ共和国 18 3 21
ニカラグア 1 1
パナマ 3 3
パラグアイ 7 2 1 10
ブラジル 25 4 29
ベリーズ 7 7
ペルー 18 2 20
ボリビア 15 15
ホンジュラス 8 8
メキシコ 2 5 7
合計 141 21 33 9 204

国名 一般  シニア 合計

インド 12 12
インドネシア 3 1 4
ウズベキスタン 17 1 18
カンボジア 10 2 12
キルギス 9 9
タイ 10 1 11
中華人民共和国 5 5
ネパール 17 3 20
東ティモール 12 12
フィリピン 12 1 13
ブータン 4 1 5
ベトナム 14 4 18
マレーシア 5 3 8
ミャンマー 3 3
モルディブ 6 6
モンゴル 12 12
ラオス 14 14
合計 165 17 182

国名 一般  シニア 合計

キリバス 1 1
サモア 4 4
ソロモン 9 9
トンガ 7 7
バヌアツ 9 9
パプアニューギニア 15 1 16
パラオ 3 3
フィジー 8 1 9
マーシャル 2 1 3
ミクロネシア 7 2 9
合計 65 5 70

■ 大洋州地域

国名  一般   シニア 合計

エジプト 2 2
チュニジア 3 3
モロッコ 4 1 5
ヨルダン 7 1 8
合計 16 2 18

■ 中東地域

国名  一般  シニア   合計

セルビア 2 1 3
合計 2 1 3

地域別派遣人数の割合

中東 2.6% 欧州 0.4%

大洋州 
10.2%

アフリカ
30.2%

人的資源
54.9%

保健・医療
13.8%

計画・行政
12.9%

商業・観光
5.9%

農林水産
4.5%

社会福祉
3.5%

鉱工業
2.5%

エネルギー
0.3%

　　　　公共・公益事業
1.8%

中南米
29.9%

アジア
26.6%

一般 シニア 日系一般 日系シニア 合計

派遣中 585
（269／316）

56
（45／11）

33
（11／22）

9
（5／4）

683
（330／353）

累計 45,776
（24,302／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,418
（30,449／23,969）

合計

北海道 30 3 4 1 38
青森県 9 1 10
岩手県 6 1 7
宮城県 11 1 12
秋田県 3 1 4
山形県 10 10
福島県 13 1 14
茨城県 19 1 20
栃木県 7 1 1 9
群馬県 8 1 1 10
埼玉県 16 2 18
千葉県 22 2 1 25
東京都 80 10 1 3 94
神奈川県 35 5 1 41

分野名     合計

計画・行政 82 4 2 88
公共・公益事業 8 4 12
農林水産 27 3 1 31
鉱工業 10 7 17
エネルギー 2 2
商業・観光 27 12 1 40
人的資源 320 18 31 6 375
保健・医療 91 3 94
社会福祉 20 3 1 24

合計

新潟県 8 1 9
富山県 8 8
石川県 5 1 1 7
福井県 3 3
山梨県 2 1 3
長野県 9 3 1 13
岐阜県 9 2 11
静岡県 12 1 13
愛知県 26 2 3 1 32
三重県 5 5
滋賀県 7 7
京都府 17 1 18
大阪府 34 4 38
兵庫県 22 2 4 28
奈良県 6 6
和歌山県 3 1 1 5

合計

鳥取県 1 1 2
島根県 4 4
岡山県 8 1 9
広島県 13 2 2 17
山口県 7 1 8
徳島県 1 1 2
香川県 5 2 1 8
愛媛県 8 8
高知県 5 1 6
福岡県 29 1 4 34
佐賀県 9 9
長崎県 7 1 8
熊本県 8 8
大分県 4 3 7
宮崎県 7 1 8
鹿児島県 8 1 1 10
沖縄県 16 1 17

分野別派遣人数の割合

※括弧内は男女の内訳（男性／女性）

合計派遣国別
（派遣中）
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分野別
（派遣中）

JICA海外協力隊の派遣者数の現況をまとめました。
2020年9月末現在、累計人数は延べ5万4,418人に
達し、683人が派遣中です。

J ICA海外協力隊

派遣現況

※表とグラフの数値は2020年9月末現在の延べ人数
※一般：青年海外協力隊／海外協力隊
　シニア：シニア海外協力隊
　日系一般：日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
　日系シニア：日系社会シニア海外協力隊

出身
都道府県別
（派遣中）

都道府県 一般 シニア 日系一般 日系シニア 都道府県 一般 シニア 日系一般 日系シニア 都道府県 一般 シニア 日系一般 日系シニア

一般 シニア 日系一般 日系シニア

一般 シニア 日系一般 日系シニア
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新型コロナウイルス感染症とJICAボランティア事業

一時帰国中の隊員たちのイマ
　一時帰国した隊員はどのような活動をしているのか。そ
の内容を紹介するコンテンツ「隊員たちのイマ」をJICA海
外協力隊ウェブサイトで公開中。

■JICA海外協力隊ウェブサイト「隊員たちのイマ」
https://www.jica.go.jp/volunteer/today/

2020年度1次隊の
特別派遣前訓練の実施
　3月19日に派遣前訓練開始延期の通知を受けた2020年
度1次隊の候補者のうち希望者に向けた特別派遣前訓練が、
8月26日より開始し、第1次グループの35人が全国14市町村
に配置された。期間は2021年2月までで全国の地方創生活
動など地域実践型の訓練に従事する予定。
　8月27日には各地と青年海外協力隊事務局をオンラインで
繋ぎ、小

こ

林
ばやし

広
ひろゆき

幸青年海外協力隊事務局長の講話と候補者第1
次グループ代表の決意表明を行った。9月中旬に第2グループ
の約10人、9月下旬に第3グループの約10人が新たに配置さ
れ、今後も順次配置の予定。

2020年秋募集および
2020年度短期第2回募集中止
　2020年秋募集および2020年度短期第2回募集に向けた
在外拠点での相手国政府からの要請取り付けと確認が行えな
くなっているため、両募集を中止した。

派遣中のJICA海外協力隊の
一時帰国を実施
　隊員の派遣にあたって重視していた「安全と健康の確保」
に基づく現地活動の継続が困難と判断せざるを得ず、派遣中
隊員の一時帰国が決まる。

2019年度3次隊の
派遣時期の変更
　3月16日に派遣前訓練を修了し、3月下旬以降に順次派遣
予定だった2019年度3次隊は、派遣が延期された。

短期隊員（一般・シニア）への
遠隔型派遣前訓練の実施
　2019年度第2回募集短期派遣合格者と2019年度3次隊語
学免除者を対象に、3月23日より駒ヶ根訓練所で予定してい
た短期合同訓練は、合宿型から遠隔型に変更して実施された。

2020年度1次隊の
派遣前訓練の日程変更
　4月23日から7月1日までの派遣前訓練を予定していた
2020年度1次隊は、訓練時期を延期。訓練前に実施される
集合型の技術補完研修は、自己学習や遠隔型の研修に変更と
なった。

2020年の春募集について
　2020年春募集におけるJICA海外協力隊の一般案件への
応募者数は1183人、シニア案件は99人の応募があった(延べ
人数)が、春募集および2020年度短期第1回募集は合格者
の選考を中止した。

JICA青年海外協力隊事務局は、2020年3月以降、世界規
模で新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を踏ま
え、派遣中のJICA海外協力隊を一時帰国させ、また派遣前
の訓練や募集なども延期や変更をすることになった。

一時帰国の開始と
派遣前訓練の延期、
合格者選考の中止

　6月下旬〜7月、青年海外協力隊事務局は一時帰国中の隊
員と2019年度3次隊の隊員約1600人に今後の意向調査を
実施した。協力隊事務局は、1待機期間の特別延長、2特別登
録制度、3辞退の3つの選択肢を提示（詳細は下記参照）。約
900人が待機期間の特別延長を選択した。
1待機期間の特別延長

希望者には、次の3つの活動が求められる。
❶派遣国や配属先とオンラインなどを通じた活動の継続
❷再派遣に向けての自身の能力強化
❸日本国内での社会貢献活動
※活動事例については❶は08-09ページを、❷は10-11ページを、❸は
13ページをご覧ください。

2特別登録制度
約3年を有効期限として、就労、就学など一定期間を経た後
に再派遣を行う。

3辞退
新たな進路を目指す。3の希望者には今後のキャリア形成
に不利とならないように本来任期を全うした帰国隊員を対
象としている教育訓練手当の支給対象とするほか、進路開
拓支援も実施。
※進路支援については12ページをご覧ください。

特別延長隊員と
隊員候補者の現状

一時帰国中隊員への
意向調査とその結果
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受けて状況が大きく変わったJICA

ボランティア事業。JICA青年海外協力

隊事務局の対応やJICA海外協力隊の

現状、今後の動向などをお伝えします。

JICA 海外協力隊
への JICA の対応

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による派遣状況
とJ ICA青年海外協力隊事務局の対応などをお伝えし
ます。

「隊員たちのイマ」の一部

Report

ウェブサイトで最新情報を掲載中
「COVID-19に関する対応について」
青年海外協力隊事務局での新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）に関する対応の最新情報は、JICA海外
協力隊ウェブサイト内をご覧ください。

■JICA海外協力隊ウェブサイト
「COVID-19に関する対応について」
https://www.jica.go.jp/volunteer/COVID-19/

隊員支援のための補正予算
令和2年度第2次補正予算が6月12日に成立し、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、一時帰
国した隊員や派遣前の隊員に対する支援として約
6.1億円が割り当てられた。支援内容は、「待機手当
などの支給期間の拡充」「教育訓練手当の支給対象
の拡大」の2点。「待機手当などの支給期間の拡充」
では、待機期間の長期化を見据え、隊員の生活保障
の観点から、待機手当などの支給期間を現在の120
日間から再派遣や派遣の時期まで延長し、支給。「教
育訓練手当の支給対象の拡大」では、現在のキャリ
ア形成や進路選択を支援する観点から、派遣を断念
せざるを得ない方に対し、現在任期満了者のみに給
付している教育訓練手当を支給する。
※今年度のみの対象者もおられますので、詳しくは青年海外協力
隊事務局までお問い合わせください。

と
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新型コロナウイルス感染症とJICAボランティア事業

メールなどを利用し、パプアニューギニアの
大学の正規授業として日本語指導を継続

キルギスの児童・生徒を対象にしたオンライン講座を提供

幼児教育にかかわる隊員たちが
エジプトに向けた教材アイデア集を作成
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　2019年1月から、パプアニューギニアの
首都ポートモレスビーにあるパプアニュ
ーギニア大学人文社会学部の言語学科
で、日本語プログラムの運営と授業を担
当している さん（シニア海外ボ
ランティア／パプアニューギニア・日本語
教育・2018年度3次隊）。現地には日本
語教師がいないため、その育成を目標と
して活動していた。
　20年の授業は2月下旬に通常通り始
まったが、3月下旬、新型コロナウイルス
感染症の世界的な拡大を受け、村瀬さん
は一時帰国。その後、すぐに大学も休校、
閉鎖になった。村瀬さんは、配属先の許
可を得て、正規の授業としてメールで日
本語指導を継続。大学は、メールでの指
導による年内の単位認定を許可した。同

　4月上旬、キルギスの一時帰国隊員と
隊員OB・OGが講師となり、キルギスの
児童・生徒を対象にオンライン講座が
開始された。キルギスの学校の休校期
間中に「遊びを通して学びを提供する」
というテーマで、各講師が専門性・得意
分野を生かした講座を提供した。
　この講座の企画と運営をしたのは、キ
ルギスで旅行業や輸出業などを営む

さん（キルギス・コミュニティ開発・
2013年度2次隊）。キルギスでも新型コ

　ペルーの生産省に配属され、中小企
業の振興・発展を目的に生産性向上の
ためのセミナー開催などを行う予定だっ
た さん（シニア海外協力隊／ペ
ルー・品質管理・生産性向上・2019年
度2次隊）。しかし、赴任数カ月で一時
帰国となってしまう。そこで、配属先と共
にペルー商工会議所傘下の企業、約40
社を対象に「5S&カイゼンに関するウェ
ブセミナー」を開催することになった。
　松友さんはセミナー開催に向け、オン
ライン会議システムを利用し、ペルーの
同僚や商工会議所との打ち合わせを行
い、詳細を詰めた。第1期のセミナーは
8月17日から10月1日までに計14日行
われ、生産性改善手法についての説明と
ワークショップおよび演習を実施。参加
者からは「講義、グループワークとも非
常に興味深く、ペルーの現況からとても
タイムリーなセミナーであった」と今後
の業務改善につながる声が聞かれた。
　第2期のセミナーは、同内容で10月
26日から12月10日まで開催。再赴任
の状況によるが、今後は企業への個別
訪問による指導や、セミナーの成果を継
続的に利用できる管理システムの作成
を考えている。

　カンボジアで主に５
＊１

S活動と感染管理
活動を行っていた さん（カンボ
ジア・看護師・2018年度2次隊）。新型
コロナウイルス感染症の影響で一時帰
国するまでの１～２カ月は、院内で手洗
い啓発活動を行い、教育分野の隊員の
協力で小学校でも出前授業をしていた。
　一時帰国後、任地とのかかわり方を
模索していたところ、同国の看護師隊員
やJICAカンボジア事務所の企画調査
員（ボランティア事業）との話から「手
洗い啓発活動を日本から継続してでき
ないか」と考えた。そこで、同期隊員と

「JOCV×WASH」チームを結成し、公衆
衛生改善支援であるW

＊２
ASH活動の一環

として、カンボジアの人々に向けて「手洗

大学の寮や自宅ではインターネット環境
がない学生もおり、メール指導当初は返
信もごくわずかだったが、5月の大学再
開後、返信する学生が増加。大学のイン
ターネット環境が改善され、他授業もオ
ンラインが多くなったという。メールでの
指導について村瀬さんは次のように語る。
 「メールでの指導は時間がかります。 
対面一斉授業であれば、ひとりの学生の
答えから他学生も学ぶことができます
がメールではそうはいきません。一方で、
メール指導にもいいところがあります。
誤答に時間をかけ、間違いの原因を指摘
し、必要な復習箇所を教えられます。オ
ンライン会議システムを使った授業も検
討していますが、メールによる適切な指
導を徹底することにも意義があると感じ

ロナウイルス感染症の影響で全学校が
休校になり、家にこもってストレスを溜め
る子どもが大勢いることを知った朝山さ
んは、オンライン講座を企画。受講生と
講師は、SNSを通じて募集し、講座は、
オンライン会議システムを使用して実施
することにした。
　これまでに学年ごとにクラスをわけた
8つの講座が開設され、11人の隊員が講
師として活動、150人以上が受講した。
今後は、日本とキルギスの児童・学生同

　新型コロナウイルス感染症の影響で、
自宅で過ごす時間が増えたエジプトの
子どもと保護者に「一緒に遊んでほし
い」「遊びを通して楽しい時間を過ごし
てほしい」という思いから、教材研究分科
会が、一時帰国後に教材アイデア集の
Facebook（以下、FB）ページの制作を
始めた。この分科会は、幼児教育にかか
わる５人のエジプト隊員（幼児教育、学
校保健、障害児・者支援、青少年活動）
で結成されたもの。
　FBページで紹介する教材は、子ども

　ルワンダでコーヒー栽培に携わる農
家や農協の支援を行った さん

（ルワンダ・コミュニティ開発・2018年度
2次隊）は、一時帰国後、日本国内と現
地、両方に向け活動を行った。
　国内向けの活動ではルワンダ・コーヒ
ーのプロモーション活動として、商社や
カフェなどに任地から持ち帰ったサンプ
ル豆を配布。また、ルワンダ・コーヒー
の価値を確認するためコーヒー関係者
にカ
＊

ッピングを依頼したところ高評価を
得られ、プロモーションに弾みをつけた。

いダンス動画」を発信する企画を立案。
カンボジアの人たちが、手洗いの正しい
知識を気軽に得ることができる動画とな
るよう、ダンスを交えて手の洗い方を紹
介し、音楽はカンボジアの音楽制作会社
から提供を受けた。
　8月に動画をYouTubeにアップし、
JICAカンボジア事務所のFacebook
ページに掲載すると、閲覧件数は瞬く間
に1万回を超えた。近藤さんはカウンタ
ーパートから「この動画を使うことで、よ
りよい手洗い教育ができる」と喜びの声
を伝えられたという。
　近藤さんは、「このような活動を通し
て、少しでも多くのカンボジアの人々に
よい手指衛生を意識してもらえることを

ています」
　現地に日本語教師がいないため、残
念ながら日本語学習者は減少してしまっ
た。しかし、日本留学等の目標を持って
頑張る学生もいる。留学できる学生は
11月までの成績で決まる。
 「それまで試行錯誤をしながら丁寧に指
導を続け、その後も教材の提供や学習の
助言を続けていきたいと思います」

士のオンライン交流や、「日本対キルギ
ス算数バトル」を企画するなど、形を変
えて遠隔講座を続けていく予定だ。

を対象とした工作や動画の紹介だけで
はなく、配属先の職員や保護者へ向けて

「遊びを通した学び」を知ってもらうため
に、「手づくりパズル」や「パネルシアター」
などの教材も紹介。また、新型コロナウ
イルスの感染予防や健康増進のため、

「食育・健康・衛生」 に関する動画も投稿
した。現在約40種類の教材がアップさ
れている。

　現地に向けたリモート活動で注力し
たのは、農協で新たに組織した若手農家
のフォローだ。コーヒーの苗木の育成状
況を写真で送ってもらい定期観察を実
施。苗木の様子から肥料の過不足を確
認し、乾季の時期の土壌乾燥防止などの
助言や情報提供を行った。その際、農協
や農業技官にも連絡を取り、連携体制
が取れるように働きかけた。
  「もう一度彼らに会う日を楽しみにして
いる」と鹿毛さん。「彼らが育てたコー
ヒーを一緒に飲むことが私の夢です」。

願っています」と語る。
　8月の任期満了まで近藤さんはこの
WASH活動を継続し、カンボジアの清
潔な水へのアクセスの現状を考慮しな
がら、水衛生の観点から手指衛生の啓
発動画の作成に取り組んだ。

Facebookページは
下記のURLから見ることができます。▲

https://www.facebook.com/
104615964600655/

手洗い動画のサムネイル

日本語のオンライン講座を受講するキルギスの児童

新型コロナウイルス感染症が拡大する前の
パプアニューギニア大学での日本語授業風景

動画は下記のURLから見ることができます。▲

https://www.facebook.com/
watch/?v=4333200270055254

＊1 5S…整理、整頓、清掃、清潔、しつけの最初のSをとったもの。　＊２ WASH…Water, Sanitation, and Hygieneの頭文字で、水と衛生に関連する事業のこと。＊カッピング…香りや味の評価

新型コロナウイルス感染症
拡大の影響で一時帰国した
隊員たちが、日本から派遣
国に向けて行った支援活動
の一例を紹介します。

ペルー企業対象
「5S &カイゼン
ウェブセミナー」を
実施
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一時帰国隊員と隊員OB・OGが
コラボし、料理本を作成

日本国内での一時帰国中隊員の活動
一時帰国中隊員への JICAの支援

〜活動関連のスキルアップ〜

一時帰国した隊員を
対象とした活動に資
するスキルアップを
図るJ I CAの支援の
一例を紹介します。

　4月から2週に1回、オンラインで「出前講座スキル
アップセミナー」や「キャリアセミナー」を開催し、全7
回で累計55人の一時帰国隊員が参加した。参加者か
らは、「先の見えない状況にモチベーションが落ちて

いる部分があった。そのような中で隊員やJICA関係
者と交流できたことは内容はもちろんメンタル面も含
めて有意義な機会となった」との感想が寄せられた。

オンラインセミナーを開催JICA
北海道

　7月29日～ 8月11日に栃木県那須塩原市にある学
校法人アジア学院で実施された技術補完研修に、一
時帰国中の隊員8人が参加した。隊員はアジア・アフ
リカ・大洋州からの来日した農村指導者の学院生とと
もに、コミュニケーション・ケーススタディ・有機農業

などの実習・座学研修を受講。受講後には「学院生と
のコミュニケーションを通して、プレゼンテーション技
術や語学力が上がった」といったコメントがあり、本研
修により国際協力へのモチベーションが再び高まった
ことを感じさせた。

技術補完研修を開催JICA
筑波

　青年海外協力協会（JOCA）沖縄や隊員OB・OG
などと連携し、オンラインによる一時帰国隊員支援を
5月から10回実施した。内容は、隊員同士による活動
の情報交換や一時帰国中の活動のアイデア出し、協力
隊体験談の作成・実施・結果共有など。毎回20人前

後が参加し、参加者からは「一時帰国中の不安が和ら
いだ」「モチベーションが上がった」などのコメントが
寄せられた。事業の理解促進にもつなげるため、体験
談は一部オンライン配信も実施した。

オンラインによる支援活動JICA
沖縄

一時帰国中隊員への活動支援国内
拠点発

　3月下旬に一時帰国した さん（インド・日本語教育・
2018年度3次隊）は、地元・香川県の企業から依頼され、5月下
旬から週3回、13人の外国籍従業員などに日本語指導を行った。

「地元でも外国人が増えているので、役に立ててうれしい。今後は
彼らと接する日本人に対しても、
わかりやすい日本語の話し方など
を伝えたい」と上原さんはいう。
同企業への日本語指導は7月まで
実施され、現在上原さんは技能実
習生やネパール出身児童への日本
語指導を行っている。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で労働力不足に苦しむ
群馬県嬬

つま

恋
ごい

村
むら

のキャベツ農家と一時帰国した隊員をつなぐ「嬬
キャベ海外協力隊」プロジェクトで、一時帰国中の隊員延べ13人
が活動した。プロジェクトをコーディネートしたのは さ
ん（パナマ・村落開発普及員・1998年度3次隊）が代表を務める
NPO法 人自然塾 寺子屋。
隊員たちはキャベツの植え
付けから出荷まで一連の農
作業を外国人技能実習生な
どと行い、嬬恋村のPRや共
生社会の実現について考え
た。

動画は下記のURLから見ることができます。▲

https://www.youtube.com/watch?v=Xl8EcxvtGC0

動画は下記のYouTubeチャンネルから見ることができます。▲

https://www.youtube.com/channel/
UCrBc2CuPo038jtKBIOQWx5g

『くらして初めて知った（ど） ローカルごはん  - 日本で作れる世界のレシピとお話 -』『くらして初めて知った（ど） ローカルごはん  - 日本で作れる世界のレシピとお話 -』
編集・発行：青年海外協力隊大阪府OB・OG会、2020年11月30日
定価：500円（税別）

形式：Amazon Kindle 電子書籍
Amazon商品ページ▲

https://www.amazon.co.jp/dp/B08MDLH4W4
※OB・OG会の連絡先は30ページをご覧ください。

日本語指導をする上原さん

10月15日に行われた解団式

　駒ヶ根訓練所で派遣前訓練の1つとして行われる「協力活動（地
域実践）」の受け入れ先である、子どもの学習を支援する団体「つ
なぐ♡

こころ

HUB」。訓練中に子どもたちの学習支援活動に取り組んだ
一時帰国中の隊員などが、6月から同団体が開講しているオンラ
イン子ども教室「アルパカフェ」で
ゲスト講師として活躍中だ。これ
までに10カ国以上の隊員が、派
遣国の文化、教育、医療、宗教な
どについてワークショップやゲー
ムを取り入れて紹介した。アルパ
カフェは今後も開催予定。

　派遣国の人に歌で元気を届けるため立ち上がった、「世界に届
け！！Reach the World」プロジェクト。21カ国76人の隊員等が
それぞれの現地語で『上を向いて歩こう』と『STAND BY ME』を歌
った動画を5月11日にYouTubeにアップすると、派遣国だけでは
なく日本国内でも反響があったという。プロジェクトメンバーの1人
である さん（ネパール・コミュニティ開発・2017年度4
次隊）は今後について「限られた状況でも世界のためにできること
をするという姿勢を持ちながら、行動していきたい」と話した。

　沖縄県にゆかりのある一時帰国中の隊員や隊員OB・OGが、
喜
き

納
な

昌
しょう

吉
きち

氏が作詞・作曲した『花』を各国の言語で歌う動画を作
成し、7月14日にYouTubeにアップした。世界の人々へ「希望」を
届けたいという気持ちから、5月に一時帰国隊員が「うたゆんプロ
ジェクト」を発足。世界を勇気づけようと願う隊員たちの歌声が
14カ国語とウチナーグチ（沖縄の方言）で披露されている。喜納
氏に、本プロジェクトの趣旨に賛同いただき、同氏の許諾を得たこ
とで、本動画の作成が実現した。

　派遣国で暮らし、任地の人 と々「同じ釜のめし」を食べた隊員た
ちが、派遣国で食べた料理を日本で再現するレシピ集が11月30
日に発行される。青年海外協力隊大阪府OB・OG会が、JICA関
西の協力を得て、一時国隊員と隊員OB・OGに声をかけ、つくら
れた1冊。派遣国にまつわる小話と共に66カ国のレシピが収録さ
れており、超ローカル料理とエピソードが満載。本書での利益は
国連の関係団体へ寄付される。

一時帰国隊員の日本国内で
の活動の一例をご紹介！

アルパカフェの様子。オンラインだけではなく
オフラインでも受講できるような取り組みの
工夫をしている

「嬬キャベ海外協力隊」が
キャベツ農家をサポート

地元企業から依頼され外国籍の
従業員に日本語を指導

派遣前訓練の地域実践の活動
先とのオンライン交流

沖縄の協力隊関係者が
希望を届ける歌動画を作成

お世話になった人への恩返し
18言語で応援ソングを披露

全国

香川全国

群馬

長野 沖縄

新型コロナウイルス感染症とJICAボランティア事業
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任期短縮した隊員を含む帰国隊員
への JICA の支援〜進路開拓〜

※上記ウェブサイトは変更の可能性がございます。予めご了承ください。

JICA海外協力隊の“今”がわかるウェブサイト
隊員OB・OGがつながる・知る・参加するためのサイト、また隊員OB・OGのお役立ち素材・サイトを紹介します。
 「JICA海外協力隊」ウェブサイトトップページ  >>> https://www.jica.go.jp/volunteer/

青年海外協力隊事務局の公式Facebookページでは、JICA海外協力隊に関する
さまざまな情報をお伝えしています。派遣中隊員の活動、テレビなどのメディアへの登場、
JICA海外協力隊に関連するイベントなどの情報などを随時紹介。「いいね！」をお待ちしています。

JICA青年海外協力隊事務局公式Facebookページ

https://www.facebook.com/jicavolunteer

JICA海外協力隊に関連すること、派遣国の話題、日本国内でのイベントなど、
さまざまなことをやわらかめにつぶやいています。ぜひフォローをお願いします。

JICA青年海外協力隊事務局公式Twitterアカウント

https://twitter.com/jocvjimukyoku

青年海外協力隊、シニア海外協力隊をはじめとしたJICA海外協力隊の活動の様子や
応募に役立つ情報を紹介する動画をアップロードしています。

YouTube／JICA青年海外協力隊事務局公式チャンネル

https://www.youtube.com/user/jicajocvsv

JICA海外協力隊にとってはお馴染みの『クロスロード』誌を読むことができます！
JICAウェブサイト内での公開を始めましたので、ぜひご覧ください。

JICA海外協力隊 『クロスロード』

https://www.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/pamphlet/crossroad/

帰国したOB・OGが主催するイベントの情報を、JICAのウェブサイト内に掲載しています。
掲載申請手続きを行うことでイベントの告知もできます。
掲載を希望される場合は、掲載申請手続きの案内ページをご覧ください。

OB・OG向けの各種お知らせ

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/info/

先生のお役立ちサイトでは、先生に限らず、出前講座や国際理解教育・
開発教育でご活用いただける教材の掲載や配布、貸出をしています。
映像教材などのダウンロードもできます。

JICA地球ひろばウェブサイト内 「先生のお役立ちサイト」

https://www.jica.go.jp/hiroba/teacher/

特別任期短縮となった
隊員たちを含む帰国隊
員を対象とした進路開
拓に向けたJICAの支援
の一例を紹介します。

国後の悩みや進路開拓、隊員の経験が職
場でどのように生かされているか紹介し、
参加者からのキャリア形成の悩みや質問
に回答した。実施後、参加者から「新た
な進路開拓や希望進路の疑問解消の場
になった」との声が寄せられた。待機中
隊員や帰国隊員に対して、JICA中部は今
後もセミナー等を実施していく予定です。
※連絡先は35ページをご覧ください。

派遣期間が異なる各隊員の属性に配慮した
「派遣期間終了時プログラム」「派遣期間終了後研修」

01

オンラインによる進路開拓セミナーの実施

隊員OB・OGが登壇する、オンライン
キャリアガイダンスを開催（ JICA中部）

02

03帰国隊員教育訓練手当制度を
「辞退者」にも適用

一時帰国中で派遣を断念せざるを得
ない方に対し、現在任期満了者のみ
に給付している教育訓練手当を支給
することが決まった。申請の際は、「厚
生労働省の教育訓練給付金制度か
らの給付を受けられないこと」が条
件となるのでご留意ください。
※教育訓練手当については34ページをご覧く
ださい。

派遣期間終了時プログラム

　帰国後の進路開拓や円滑な職場復
帰、また実践可能な社会還元を考える
きっかけとなることを目的として帰国直
後に行われていた「帰国時プログラム」。
一時帰国中隊員への今後の意向調査の
結果を踏まえ、「特別登録制度」を選ん
だ隊員と「辞退者」を対象にした内容を
充実させるため、派遣期間が異なる各隊
員の属性に配慮し、「帰国時プログラム」
に替わる「派遣期間終了時プログラム」

を開催している。内容は、通常対面で開
催している帰国時プログラムとほぼ同じ
内容になるように工夫し、社会還元の方
法や進路開拓、帰国後支援制度の紹介
に加え、 国際理解を促進する出前講座
を実施する際のヒントやコツを理解する
講座などを提供している。

派遣期間終了後研修
　帰国した隊員を対象に、現職参加者
には1泊2日、進路開拓希望者には3泊4
日で実施していた「帰国後研修」は、新

型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ためオンラインで開催する「派遣期間終
了後研修」に変更した。これまでの内容
を絞り込み、今後のキャリアを考えるう
えで重要となる自己理解の部分に焦点
を当てた2時間（その後3時間半に変更）
のコンパクトな形で実施。オンラインで
あっても隊員同士で意見交換できるワ
ークショップが盛り込まれている。この
研修についても、派遣期間が異なる各隊
員の属性に配慮して複数回開催し、各隊
員の関心に沿った内容を提供している。

　帰国後の進路開拓を考える帰国隊員
に向け、JICA青年海外協力隊相談役／
進路相談カウンセラーによる就活の基
礎講座や、各分野で活躍する隊員経験
者などによる進路開拓の体験談を聞く
ことができる「進路開拓セミナー」。以
前よりJICA-NET（JICAの会議システ
ム）を使用し、開催地だけではなく国内
拠点で受講することも可能だったこの

セミナーが、新型コロナウイルス感染症
の拡大防止のため、6月よりオンライン
で開催されている。通常のセミナーに加
え、コロナ禍での就職活動のヒントなど
も紹介。今後の予定や申し込みについて
は、下記の連絡先にお問い合わせくだ
さい。
■青年海外協力隊事務局人材育成課
jvtpc-sinrosien5@jica.go.jp

　JICA中部は、一時帰国中隊員や帰国
隊員などに向け、オンラインでキャリアガ
イダンスを実施した。第1回（7月22日）
は一般企業・起業家編、第2回（8月1日）
は公務員・教員編、第3回（8月2日）は
NGO・JICA編で、中部地域で活躍する
隊員OB・OG計6人が登壇し、延べ40
人が参加。ガイダンスでは、登壇者が帰

■10月に開催された進路開拓セミナー
   （参加者：合計71人）

開催日 テーマ

10月25日 就職活動基礎講座〜コロナ禍で
の就職活動のヒント〜

10月26日 多文化共生
〜在留外国人支援〜

10月27日 転職活動支援
Byリクルートエージェント

新型コロナウイルス感染症とJICAボランティア事業



たびら・こうじ ● 1968年生まれ、福岡県出身。93年、労働省（現・
厚生労働省）に入省。長崎県産業労働部政策監、厚生労働省雇用
均等・児童家庭局均等政策課均等業務指導室長、内閣府男女共同
参画局推進課長、厚生労働省大臣官房参事官等を経て、2020年9
月より現職。

政
府
全
体
で
進
め
る
対
応
策

　
近
年
、日
本
に
住
む
外
国
人
の
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
6
月
末
の
人

数
は
昨
年
末
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
末

に
は
各
年
末
の
人
数
で
過
去
最
高
の
約

2
9
3
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
5
年
前
の
約

1
・
4
倍
に
当
た
る
数
字
で
す
。
国
籍
は
中
華

人
民
共
和
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
が
多
く
、
全
体

の
約
57
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。
な
か
で
も

ベ
ト
ナ
ム
人
の
増
加
が
顕
著
で
、5
年
前
の
約
4

倍
の
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
留
資
格
で
多

い
の
は
「
永
住
者
」「
技
能
実
習
」「
留
学
」
で
、

全
体
の
約
53
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。
特
に

増
加
が
顕
著
な
の
は
「
技
能
実
習
」
で
、
人
数
は

5
年
前
の
約
2
・
5
倍
で
、全
体
の
約
14
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
昨
年
4
月
の
改
正
「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
施
行
で
「
特＊

定
技
能
」
と
い
う
在
留
資
格
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
も
踏
ま
え
ま
す
と
、コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後

に
は
、外
国
人
住
民
の
増
加
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま

っ
て
い
く
こ
と
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、外
国
人
の
受
入
れ
に
関
す
る

環
境
整
備
を
政
府
全
体
で
推
し
進
め
る
べ
く
、

2
0
1
8
年
7
月
に
そ
の
た
め
の
基
本
方
針
が

関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人

の
在
留
や
人
権
擁
護
な
ど
を
所
管
す
る
法
務
省

が
司
令
塔
的
機
能
を
担
い
な
が
ら
、関
連
府
省
が

連
携
し
、地
方
自
治
体
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、同
年
12
月
に
は
「
外
国
人
材
の

受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」（
以

下
、「
総
合
的
対
応
策
」）
と
い
う
具
体
的
施
策

の
プ
ラ
ン
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
生
活
者

と
し
て
の
外
国
人
に
対
す
る
支
援
」「
外
国
人
材

の
適
正
・
円
滑
な
受
入
れ
の
促
進
に
向
け
た
取

組
」「
新
た
な
在
留
管
理
体
制
の
構
築
」
と
い
っ

た
柱
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
昨
年
4
月
に

は
、法
務
省
の
内
部
部
局
だ
っ
た
入
国
管
理
局
が

出
入
国
在
留
管
理
庁
（
以
下
、
入
管
庁
）
へ
と
改

編
さ
れ
、「
総
合
的
対
応
策
」
の
総
合
調
整
機
能

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

相
談
体
制
の
整
備

　
入
管
庁
の
在
留
支
援
課
は
、「
総
合
的
対
応
策
」

の
中
の
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
に
対
す
る

支
援
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
相
談
体
制
の

整
備
」
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
施
策
の

1
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
外※

国
人

在
留
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Fフ
レ

ス

ク

R
E
S
C
）」
の
運
営

で
す
。
法
務
省
、厚
生
労
働
省
、外
務
省
、経
済
産

業
省
と
い
う
4
省
の
計
8
機
関
が
ワ
ン
フ
ロ
ア

に
詰
め
、
在
留
資
格
や
就
職
、
ビ
ザ
な
ど
、
各
機

関
が
所
管
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
情
報
を
、

訪
れ
た
外
国
人
住
民
に
一
元
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
た
施
設
で
、今
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
9
月
か
ら
は
、
期
間
限
定
で
14
言
語
に

対
応
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
相
談
窓
口

を
設
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
直
面
し
て
い
る
生
活
の
困
難
に
関
す
る
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　
F
R
E
S
C
は
あ
く
ま
で
国
の
機
関
を
集
約

し
た
も
の
で
す
が
、外
国
人
住
民
が
受
け
ら
れ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
に
は
、生
活
困
窮
対
策
な

ど
、地
方
自
治
体
が
制
度
の
実
施
主
体
と
な
っ
て

い
る
も
の
も
多
く
あ
り
、外
国
人
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
の
可
否
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、

地
方
自
治
体
に
も
外
国
人
住
民
か
ら
の
相
談
を

一
元
的
に
受
け
付
け
る
よ
う
な
機
能
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、国
で
は
一
昨
年

度
か
ら
そ
の
促
進
を
目
的
と
し
た
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
1
つ
は
、「
外
国
人
受
入
環
境
整
備
交
付

金
」
と
い
う
財
政
的
な
支
援
で
す
。
外
国
人
住
民

を
対
象
と
す
る
一
元
的
相
談
窓
口
の
設
置
に
か

か
る
費
用
の
全
額
、運
営
に
か
か
る
費
用
の
半
額

を
、一
定
の
限
度
額
の
な
か
で
国
が
負
担
す
る
と

い
う
も
の
で
、今
年
9
月
の
時
点
で
交
付
決
定
を

し
て
い
る
地
方
自
治
体
の
数
は
1
8
9
に
の
ぼ

り
ま
す
。

　
も
う
1
つ
は
技
術
的
な
支
援
で
、全
国
11
カ
所

の
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
と
そ
の
支
局
に
配

置
し
た
「
受
入
環
境
調
整
担
当
官
」
が
、
一
元
的

相
談
窓
口
の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
助
言
、あ
る

い
は
実
際
の
相
談
対
応
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
住
民
が
集
住
す
る
地
域
の
地
方
自

治
体
の
な
か
に
は
、以
前
か
ら
一
元
的
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、そ
う
し
た
地
方

自
治
体
に
は
、一
元
的
相
談
窓
口
の
運
営
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談

者
が
同
じ
こ
と
を
何
度
も
説
明
す
る
必
要
が
な

い
よ
う
、最
初
に
相
談
対
応
し
た
機
関
が
他
機
関

に
対
応
を
委
ね
る
際
に
、ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
か
と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
重

要
で
す
。
F
R
E
S
C
で
も
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
い
き
、地
方
自
治
体
が
蓄
積
し
て

い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
合
わ
せ
て
、新
た
に
窓
口
を
設

け
た
地
方
自
治
体
に
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
力
隊
経
験
者
へ
の
期
待

　
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
の
経
験
者
に
は
、地
方

自
治
体
が
設
置
す
る
一
元
的
相
談
窓
口
の
相
談

員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
海
外
で
の
生
活
を
経
験
し
、
外
国

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た

経
験
は
、外
国
人
の
こ
と
を
理
解
し
た
的
確
な
助

言
に
生
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、外
国
人
住
民
か

ら
の
信
頼
も
得
や
す
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
相
談
業
務
で
は
、
相
談
者
と
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
日
本
人

同
士
の
間
で
も
同
様
で
す
が
、信
頼
し
て
い
な
い

人
か
ら
の
助
言
は
、な
か
な
か
受
け
入
れ
に
く
い

も
の
で
す
。
例
え
ば
、
一
元
的
相
談
窓
口
で
「
こ

の
部
署
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
勧
め

ら
れ
て
も
、、
相
談
員
へ
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
、

勧
め
ら
れ
た
部
署
へ
の
連
絡
を
躊
躇
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
海
外
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、担
当
部
署
と
の
そ
う
し
た
橋
渡
し
役

と
な
り
、一
元
的
相
談
窓
口
と
担
当
部
署
と
の
間

の
連
携
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
の
語
学
力
の
レ
ベ
ル
で
対
応
で
き
る
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
を
感
じ
る
協
力
隊
経
験

者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、外
国
語
の
力
は
相
談
員
に
と
っ
て
1
つ
の
強

み
に
は
な
り
ま
す
が
、地
方
自
治
体
の
一
元
的
相

談
窓
口
は
多
言
語
に
対
応
す
る
た
め
、三
者
通
話

の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
な
ど
し
て
通
訳
者
を
入
れ

て
相
談
に
応
じ
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
元
的
相
談
窓
口
の
相
談
員
に
は
、「
一
元
的
」

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、外
国
人
住
民
に
か
か
わ
り
が

あ
る
制
度
の
幅
広
い
知
識
は
不
可
欠
で
す
。
そ

う
し
た
知
識
は
勉
強
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、勉
強
だ
け
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
、
外
国
人
と
の
交
流
経
験
で
す
。

一
元
的
相
談
窓
口
の
相
談
員
に
な
っ
て
い
た
だ

く
協
力
隊
経
験
者
の
方
々
に
は
、単
に
相
談
対
応

に
あ
た
る
だ
け
で
な
く
、協
力
隊
を
経
験
し
て
い

な
い
ほ
か
の
相
談
員
に
対
し
て
、あ
る
い
は
担
当

部
署
の
担
当
者
の
な
か
に
は
外
国
人
住
民
へ
の

相
談
対
応
に
不
安
や
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
う
し
た
担

当
者
に
対
し
て
、助
言
を
す
る
役
割
も
果
た
し
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

出入国在留管理庁に伺う

拡
充
を
進
め
る

「
一
元
的
相
談
窓
口
」の

担
い
手
と
し
て
期
待

日
本
へ
の
外
国
人
の
受
入
れ
に
関
す
る
環
境
整
備
を
政
府
全
体
で
推
し
進

め
る
プ
ラ
ン「
外
国
人
材
の
受
入
れ・共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」が
、

2
0
1
8
年
12
月
に
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。そ
の
総
合
調
整
機

能
を
担
う
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
、プ
ラ
ン
の
概
要
や
、協
力
隊
経
験
者
が

そ
の
実
施
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
な
ど
を
伺
っ
た
。

INTRODUCTION ❶

話＝ さん
出入国在留管理庁 在留管理支援部 在留支援課長
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国籍などが異なる人どうしが文化的差異を認め合い、対等な関係を築
きながら、同じ社会の構成員として共に生きていく「多文化共生」。その
推進に対し、みずからが「外国人住民」となった経験を持つ協力隊経
験者が果たせる役割は何か？　本特集では、多文化共生推進を所管
する政府機関や、多文化共生推進に重要な役割を果たしている協力隊
経験者たちの声を集めてみた。

特 集
特 集

＊ 特定技能…農業や介護など、人手不足が深刻な産業分野で即戦力となる外国人に認められる在留資格。
※ http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/fresc01



かみぼう・かつのり ● 1972年生まれ、奈良県出身。95年、自治省
（現・総務省）に入省。2015年7月から18年7月まで、（一財）自治体
国際化協会のシドニー事務所長として「語学指導等を行う外国青
年招致事業（JETプログラム）」の推進、地方自治体の国際交流の
支援などを担当。20年7月より現職。

※1 https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01gyosei05_02000138.html
※2 P.14を参照

＊ 特定技能…農業や介護など、人手不足が深刻な産業分野で即戦力となる外国人に認
められる在留資格。

地
方
自
治
体
に
よ
る
施
策
の
方
向
性

　
外
国
人
住
民
の
増
加
を
受
け
、
総
務
省
は

2
0
0
6
年
に
初
め
て
、地
方
自
治
体
に
よ
る
多

文
化
共
生
推
進
の
方
向
性
を
示
す
「
地
域
に
お

け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」（
以
下
、「
推

進
プ
ラ
ン
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、多
く

の
地
方
自
治
体
で
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
多

文
化
共
生
推
進
の
指
針
や
計
画
が
策
定
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
年
9
月
、
総
務
省
は
指
針
や
計
画

の
策
定
や
見
直
し
に
資
す
る
た
め
、「
推
進
プ
ラ

ン
」
の
改※
１

訂
版
を
策
定
し
ま
し
た
。
外
国
人
住
民

の
増
加
や
多
国
籍
化
、昨
年
4
月
の
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
」（
以
下
、
入
管
法
）
の
改

正
に
よ
る
「
特＊

定
技
能
」
と
い
う
在
留
資
格
の

創
設
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
い
っ
た
社
会
・
経

済
の
情
勢
変
化
や
、政
府
全
体
で
外
国
人
の
受
け

入
れ
に
関
す
る
環
境
整
備
を
推
し
進
め
る
プ
ラ

ン
「
外※
２

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総

合
的
対
応
策
」
の
取
り
ま
と
め
と
い
っ
た
国
や

地
方
自
治
体
に
よ
る
多
文
化
共
生
推
進
の
変
遷

を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
改
訂
前
の
「
推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
、
施
策
の
方

向
性
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」「
生
活

支
援
」「
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
」
と
い
う

3
つ
の
柱
で
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
改
訂
後
の

「
推
進
プ
ラ
ン
」
は
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

中
身
の
具
体
的
な
施
策
に
変
更
を
加
え
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」

に
位
置
付
け
て
い
る
「
行
政
・
生
活
情
報
の
多

言
語
化
、
相
談
体
制
の
整
備
」
で
は
、
ビ
デ
オ
通

話
な
ど
で
通
訳
者
を
広
範
に
活
用
す
る
な
ど
、デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
を
踏
ま
え
た
施
策
を
加
え
て

い
ま
す
。

　
改
訂
後
の
「
推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
さ
ら
に
、
4

つ
目
の
柱
と
な
る
「
地
域
活
性
化
の
推
進
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
」
も
新
た
に
設
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
一
住
民
と
し
て
、
外
国
人
住
民

の
方
々
に
地
域
づ
く
り
に
能
動
的
に
か
か
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

地
域
の
多
文
化
共
生
推
進
の
重
要
性

　
以
上
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
地
方
自
治
体
の

多
文
化
共
生
推
進
で
す
が
、地
域
に
お
け
る
多
文

化
共
生
推
進
は
現
在
、3
つ
の
背
景
か
ら
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
1
つ
目
の
背
景
は
、「
推

進
プ
ラ
ン
」
を
改
訂
す
る
に
至
っ
た
背
景
で
も

あ
る
、
外
国
人
住
民
の
増
加
と
多
国
籍
化
で
す
。

昨
年
末
の
外
国
人
住
民
の
人
数
は
約
2
9
3
万

人
で
、
改
訂
前
の
「
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た

06
年
の
約
1
・
4
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
籍

の
割
合
に
つ
い
て
は
、06
年
に
約
15
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
が
約
7
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
半

減
す
る
一
方
、約
2
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
が
約
14
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
な
ど
、東
南
ア
ジ

ア
の
割
合
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

　
2
つ
目
の
背
景
は
、外
国
人
住
民
が
暮
ら
す
地

域
の
広
が
り
で
す
。
10
年
の
入
管
法
改
正
で
創

設
さ
れ
た
「
技
能
実
習
」や
前
述
の
「
特
定
技
能
」

な
ど
の
新
た
な
在
留
資
格
で
外
国
人
が
就
け
る

よ
う
に
な
っ
た
職
業
に
は
、農
林
水
産
業
な
ど
全

国
津
々
浦
々
で
仕
事
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
も
多
い
た
め
、こ
れ
ま
で
外
国
人
住
民
が
少
な

か
っ
た
町
村
で
そ
の
人
数
の
増
加
が
顕
著
と
な

っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
住
民
が
に
わ
か
に
増
え

た
地
域
の
地
方
自
治
体
で
は
、多
文
化
共
生
の
推

進
に
必
要
な
体
制
の
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
た
め
、そ
れ
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
3
つ
目
の
背
景
は
、
改
訂
後
の
「
推
進
プ
ラ

ン
」
に
新
た
な
柱
を
盛
り
込
ん
だ
背
景
で
も
あ

り
ま
す
が
、地
域
が
外
国
に
打
っ
て
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
経
済
の
1
つ
の
大
き
な

柱
に
な
っ
て
い
る
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、あ
る
い
は
地
域
産
品

の
販
路
を
外
国
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、地
域
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
解

決
に
あ
た
り
、外
国
人
住
民
の
知
見
や
感
覚
を
活

用
し
よ
う
と
い
う
の
が
、改
訂
後
の
「
推
進
プ
ラ

ン
」
に
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
柱
の
趣
旨
で
あ
り
、

そ
う
し
た
形
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
意
義

は
、今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

協
力
隊
経
験
者
へ
の
期
待

　
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
の
重
要
性

が
高
ま
る
な
か
、地
方
自
治
体
に
よ
る
多
文
化
共

生
推
進
の
担
い
手
と
し
て
期
待
す
る
の
が
、

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
経
験
者
の
方
々
で
す
。

年
単
位
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
外
国
で
生
活

し
、
仕
事
を
す
る
な
か
で
鍛
え
ら
れ
た
語
学
力
、

外
国
人
住
民
の
視
点
に
立
つ
力
、専
門
性
の
3
つ

を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
仕
事
だ
か
ら
で
す
。

　
語
学
力
に
関
し
て
は
、外
国
人
住
民
全
体
に
占

め
る
割
合
が
増
え
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

の
言
語
が
話
せ
る
方
は
、地
方
自
治
体
の
多
文
化

共
生
推
進
で
特
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

　
外
国
人
住
民
の
視
点
に
立
つ
力
は
、
地
方
自

治
体
の
多
文
化
共
生
推
進
の
担
い
手
に
と
っ
て

と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
防
災
や
気

象
に
関
す
る
情
報
を
住
民
に
発
信
す
る
際
、外
国

人
住
民
に
も
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、多
言
語
で
行
う
こ
と
だ
け
で
は
不
十

分
で
、発
信
す
る
情
報
の
内
容
自
体
に
も
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
住
民
な
ら
ば
、

「
い
つ
い
つ
、ど
れ
く
ら
い
大
き
な
台
風
が
来
る
」

と
い
う
「
フ
ロ
ー
情
報
」
だ
け
で
、
自
分
が
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
良
い
の
か
が
判
断
で
き

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
こ
の
川
は
氾
濫
の
お

そ
れ
が
あ
る
」
な
ど
、
そ
の
地
で
の
生
活
で
蓄
え

て
き
た
「
ス
ト
ッ
ク
情
報
」
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
た
な
い
外
国
人
住
民
に

は
、
あ
ら
た
め
て
お
伝
え
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、外
国
人
住
民
は
「
ス
ト
ッ
ク
情
報
」

を
手
に
入
れ
る
の
が
難
し
い
こ
と
、そ
れ
が
な
い

と
困
る
場
面
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
、自
分
自
身
が

外
国
人
住
民
と
し
て
生
活
し
た
協
力
隊
経
験
者

の
よ
う
な
方
で
な
け
れ
ば
発
想
す
る
の
が
難
し

い
も
の
で
し
ょ
う
。協
力
隊
経
験
者
な
ら
ば
、「
外

国
人
住
民
の
た
め
に
『
ス
ト
ッ
ク
情
報
』
も
発

信
し
よ
う
」
と
い
っ
た
外
国
人
住
民
の
視
点
に

立
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
、地
方
自
治
体
に
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
外
国
で
「
仕
事
」
を
す
る
の
が
協
力
隊
員
で

す
か
ら
、「
保
健
師
と
し
て
外
国
人
に
健
康
指
導

を
す
る
と
き
に
、ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
を
す
れ
ば
良
い
か
」
な
ど
、
外
国

人
を
相
手
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
仕
事
を
す
る

際
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
て
来
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
性
の
協
力
隊
経
験
者
の
方
々
か
ら
地

方
自
治
体
に
も
た
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
日
本
は
地
方
分
権

に
よ
り
、幅
広
い
分
野
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地
方

自
治
体
が
提
供
し
て
お
り
、い
ず
れ
の
分
野
で
も

外
国
人
住
民
へ
の
対
応
の
質
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
協
力
隊
経
験
者
の
方
々
は
、途
上
国
の
方
々
の

支
援
を
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
に
よ
っ
て
、日

本
と
は
異
な
る
環
境
で
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
帰
国
後
は
、
そ
う
し
た

熱
意
を
多
文
化
共
生
の
推
進
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
い
る
地
域
に
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

話＝ さん
総務省 自治行政局 参事官（国際担当）
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総務省に伺う

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進

の
重
要
性
の
高
ま
り
と

協
力
隊
経
験
者
へ
の
期
待

地
方
自
治
体
に
よ
る
多
文
化
共
生
推
進
の
方
向
性
を
示
す「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」。

今
年
9
月
、14
年
ぶ
り
に
そ
の
改
訂
版
が
策
定
さ
れ
た
。こ
れ
を
所
管
す
る
総
務
省
に
、プ
ラ
ン
の
概
要
や
、

協
力
隊
経
験
者
が
そ
の
実
施
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

INTRODUCTION ❷

特 集



外
国
人
相
談
の

豊
か
な
実
績
を
持
つ

N
P
O
で
統
括
役
を

—
—

勤
務
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
国
際
活
動

市
民
中
心
（
以
下
、C
シ

ン

ガ

I
N
G
A
）の
概
要
に
つ

い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
の
区
や
市
に
あ
る
国＊
１

際
交
流
協
会
や

N
P
O
は
、
2
0
0
4
年
に
「
東
京
外
国
人
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を

つ
く
り
、
外
国
人
住
民
を
対
象
と
す
る
相
談
会
を

月
に
1
回
、
加
盟
団
体
が
持
ち
回
り
で
開
催
す
る

活
動
を
始
め
ま
し
た
。「
リ
レ
ー
専
門
家
相
談
会
」

と
名
付
け
た
も
の
で
、
弁
護
士
や
行
政
書
士
、
医

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
会
場
に
詰
め
、
一

元
的
に
対
応
す
る
相
談
会
で
す
。
そ
の
運
営
を
支

援
す
る
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が

C
I
N
G
A
で
、
設
立
以
来
、
多
文
化
共
生
の
推

進
に
関
す
る
事
業
を
幅
広
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

専
門
家
相
談
会
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
き
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
今
年
4
月
か
ら

は
一
元
的
な
専
門
家
相
談
会
を
月
に
2
回
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
相
談

会
の
運
営
の
ほ
か
に
、
C
I
N
G
A
で
は
現
在
、

主
に
2
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
つ
は
地

域
日
本
語
教
育
分
野
の
事
業
で
、
文
化
庁
と
協
力

し
な
が
ら
、
日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

対
象
と
す
る
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
も
う
1
つ
は
、
国
の
「
外※

国
人
受
入
環
境
整

備
交
付
金
」
に
よ
っ
て
全
国
の
地
方
自
治
体
で
設

置
が
進
ん
で
い
る
一
元
的
相
談
窓
口
の
支
援
で

す
。
具
体
的
に
は
、
各
窓
口
の
相
談
員
か
ら
「
相

談
票
は
ど
う
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
良
い
か
？
」

「
ア
ラ
ビ
ア
語
の
通
訳
者
が
地
域
に
見
つ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
相
談
を
電
話
で
受
け
、
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
19
年
度
に
は
約
60

カ
所
の
一
元
的
相
談
窓
口
を
回
っ
て
課
題
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
同
時
に
C
I
N
G
A
が
中
間
支

援
を
す
る
旨
の
周
知
も
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
行
政
機
関
か
ら
業
務
を
受
託
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
は

外
国
人
相
談
窓
口
の
運
営
で
、
現
在
、
08
年
に
全

国
に
先
駆
け
て
東
京
入
国
管
理
局
に
よ
り
新
宿

区
と
埼
玉
県
に
設
置
さ
れ
た
一
元
的
相
談
窓
口

な
ど
5
カ
所
の
運
営
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

—
—

相
談
窓
口
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
運
営
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

相
談
員
数
人
と
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
い
う
の
が
通
常

で
す
。
運
営
を
受
託
し
て
い
る
5
カ
所
の
相
談
窓

口
に
配
置
し
て
い
る
相
談
員
は
計
60
人
ほ
ど
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
語
力
が
高
い
外
国
人
の
方

に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
相
談
員
業
務
は
語
学
力
よ
り
も
、
外
国
人

住
民
に
か
か
わ
り
が
あ
る
制
度
の
知
識
、
あ
る
い

は
相
談
対
応
の
態
度
の
ほ
う
が
重
要
な
の
で
、
ど

の
相
談
窓
口
で
も
定
期
的
に
相
談
員
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

—
—

新
居
さ
ん
が
担
当
さ
れ
て
い
る
業
務
は
？

　

私
は
C
I
N
G
A
の
有
給
職
員
の
な
か
の
一

番
の
古
株
な
の
で
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
や
受

託
業
務
の
応
札
な
ど
、
現
場
以
外
の
統
括
的
な
仕

事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
受
け
た
事
業
の
立
ち
上
げ
に
い
く
つ
か
携
わ

り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
専
門
家
相
談
会
を
行

う
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
の
も
そ
の
1
つ
で
す
。
ま

た
、
P
C
R
検
査
の
受
け
方
な
ど
、
医
療
機
関
に

か
か
る
際
に
必
要
な
知
識
を
外
国
人
向
け
に

「
や＊
２

さ
し
い
日
本
語
」
で
解
説
す
る
シ
リ
ー
ズ
動

画
『
医
療
で
用
い
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」』
を
、

医
学
と
日
本
語
の
専
門
家
と
共
に
作
成
し
、
動
画

サ
イ
ト
に
投
稿
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
務
も
私

が
担
当
し
ま
し
た
。
C
I
N
G
A
は
、
東
京
都
と

の
協
働
で
今
年
4
月
に
立
ち
上
げ
た
「
東
京
都

外
国
人
新
型
コ
ロ
ナ
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
運

営
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
窓
口
を
開
設
す
る
と

す
ぐ
さ
ま
、
通
訳
者
が
い
な
け
れ
ば
P
C
R
検
査

の
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
と
い
う
病
院
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
通
訳
者
の
不

足
で
外
国
人
が
検
査
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
感
じ
、
つ
く
り
始
め
た
の
が
こ
の

シ
リ
ー
ズ
動
画
で
す
。

—
—

多
文
化
共
生
の
推
進
に
携
わ
る
う
え
で
、協

力
隊
の
経
験
は
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
協
力
隊
に
参
加
し
た
後
、
英
国
に
留
学
し

て
い
る
の
で
す
が
、
2
つ
の
外
国
で
生
活
し
た
経

験
が
、
多
文
化
共
生
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
そ
の
後
も
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
推
進
の
た
め
に
行
動
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
友
達
が

た
く
さ
ん
で
き
た
の
に
、
英
国
で
は
ほ
と
ん
ど
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
「
日
本
で
暮
ら
す

外
国
人
た
ち
は
ど
ち
ら
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑

問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
多
文
化
共
生
推
進
の
仕

事
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両
国
の
違
い
は

ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
だ
に
明
確
な

答
え
は
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
は
、
両
国
の
社
会
に
は

人
々
が
交
わ
る
度
合
い
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
経
済
が
発
展
し
て
い
る
英
国
で

は
、
人
は
互
い
の
力
を
借
り
な
く
て
も
生
き
て
い

け
る
。
一
方
、
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
は
そ
う
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
お
の
ず
と
人
々
が
交

わ
る
度
合
い
が
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

今
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
方
々
は
、
私
が

英
国
で
体
験
し
た
よ
う
に
「
日
本
人
の
友
達
が

で
き
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
国
人
住
民
は
出
身
国
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
あ
り
、
日
本
人
住
民
と
の
交
わ
り
が
薄
く
て
も

生
活
に
支
障
が
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
日
本
人
住
民
と
の
交
わ
り
が
濃
く
な
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
彼
ら
の
楽
し
み
、
さ
ら
に
は
日
本
人
側

の
楽
し
み
が
増
え
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
観
点

か
ら
、
私
は
外
国
人
住
民
を
日
本
人
住
民
が
行
う

地
域
づ
く
り
に
呼
び
込
み
、
共
に
活
動
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
間
は
、

人
や
社
会
の
役
に
立
て
た
と
き
に
「
幸
せ
」
を
感

じ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
森
林
を
育
て

る
た
め
に
行
う
間
伐
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
、

日
本
語
の
力
が
な
い
方
で
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
そ
こ
に
、
外
国
人
住
民
の
方
々
を
招
き

入
れ
る
。
実
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
実
現
で
き
る

の
が
協
力
隊
経
験
者
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
協
力
隊
経
験
者
が
地
域
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
ス
ー
パ
ー
で

い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
外
国
人
住
民
に
声
を
か

け
、
活
動
に
誘
う
よ
う
な
勇
気
を
持
っ
て
い
る
の

も
協
力
隊
経
験
者
だ
か
ら
で
す
。
私
も
今
後
は
、

外
国
人
住
民
の
方
々
の
「
困
り
ご
と
」
を
減
ら
す

た
め
の
活
動
だ
け
で
な
く
、「
楽
し
み
」
を
地
域

で
生
み
出
す
た
め
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

CASE ❶

話＝ さん
●NPO法人国際活動市民中心（CINGA） 職員
●青年海外協力隊経験者
  （ルーマニア・青少年活動・1998年度3次隊）

「外国人住民が抱えている問題」や「やさしい日本語」について伝える日本人住民対象の講
習会で講師を務める新居さん

PROFILE●1977年生まれ、京都
府出身。99年4月、青年海外協力
隊員としてルーマニアに赴任。
2001年4月に帰国した後、早稲田
大学と同大学院で多文化共生に
ついて学ぶ。東京外国語大学多言
語・多文化教育研究センター（現・
多言語多文化共生センター）の
コーディネーターを経て、2011年
にNPO法人国際活動市民中心
（東京都千代田区）に入職。

協力隊時代
ムレシュ県トゥルグ・ムレシュの
NGO、ルーマニア・日本文化愛好
協会「至道」に配属され、日本語教
室や折り紙教室の運営などに取り
組んだ。写真は、活動の仲間と新居
さん（右端）。

外
国
人
を
対
象
と
す
る
一
元
的
相
談
会
の
運
営
を
2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
手
掛

け
て
き
た
N
P
O
法
人
国
際
活
動
市
民
中
心（
C
I
N
G
A
）。そ
の
事
務
局
で
統

括
役
を
務
め
る
新
居
さ
ん
に
、事
業
内
容
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
を

伺
っ
た
。

18ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 019 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0

特 集 ＊1 国際交流協会…地域住民による国際交流や国際協力、外国人住民支援などを進める地方自治体の外郭団体。
＊2 やさしい日本語…母語話者ではない人でも理解できる表現だけを使った日本語。

※ P15を参照。



日
本
語
の
専
門
家
と
し
て

「
や
さ
し
い
日
本
語
」の

普
及
に
尽
力

—
—

研
究
さ
れ
て
い
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」の

概
要
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

「
容
器
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
参
集
く
だ
さ
い
」

を
「
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」
に
言
い

換
え
る
な
ど
し
て
、
母＊

語
話
者
で
は
な
い
方
に
も

わ
か
る
よ
う
に
調
整
し
た
日
本
語
の
こ
と
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
広
く
普
及
し

ま
し
た
。
当
時
、
情
報
を
英
語
で
発
信
し
て
も
あ

ま
り
伝
わ
ら
な
い
こ
と
、
日
本
語
も
そ
の
ま
ま
で

は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、「
や
さ

し
い
日
本
語
」
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
平
時
の
情
報
発
信

で
も
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
研
究
対
象
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
2
0
0
8
年
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
役
所
の
公
用
文
が
日
本
人

に
も
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
に
日
本
語
の
研
究
者

と
し
て
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
を
分
析

し
た
い
と
い
う
の
が
動
機
で
し
た
。
そ
の
後
、
職

員
を
対
象
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
研
修
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
地
方
自
治
体
か
ら
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
役
所
の
公
用

文
が
わ
か
り
づ
ら
い
原
因
を
解
説
す
る
本＊
１

を
16

年
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
研
修
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
依
頼
が
急
に
増
え
ま
し
た
。
今
年
は
延
べ
50

程
度
の
地
方
自
治
体
や
学
校
を
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
依
頼
に
積
極
的
に
応
じ
、
地
方
自
治

体
の
職
員
や
学
校
の
先
生
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
な
か
で
、
課
題
を
明
確
に
し
て
い
く
。「
現
場
」

に
重
き
を
置
く
そ
う
し
た
研
究
方
法
は
、
現
地
の

先
生
た
ち
と
共
に
働
き
な
が
ら
自
分
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
探
っ
て
い
っ
た
協
力
隊
時
代
の
活

動
と
重
な
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

—
—

研
修
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
依
頼
が
多

い
の
は
、そ
れ
だ
け
外
国
人
住
民
が
増
え
、地
方

自
治
体
や
学
校
の
業
務
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

を
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
こ
1
、
2
年

は
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
に
強
い
追
い

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
は
、
国
が
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
の
促
進
に
乗
り
出
し
た

こ
と
で
す
。
18
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
外
国
人
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
プ
ラ
ン
「
外※
２

国
人
材
の
受

入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
の
改
訂

版
で
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
出
入
国
在
留
管
理
庁

と
文
部
科
学
省
が
今
年
8
月
に
共
同
で
「
在※
３

留

支
援
の
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
作
成
に
向
け
て
設

け
ら
れ
た
有
識
者
会
議
は
私
も
メ
ン
バ
ー
と
し

て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
の
追
い
風
は
、
こ
ち
ら
も
私
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
国

語
分
科
会
で
、「
公
用
文
」
に
関
す
る
見
直
し
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
1
9
7
3
年
以

降
、
役
所
の
公
用
文
は
「
公
用
文
と
法
令
に
お
け

る
表
記
の
一
体
化
」
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
う
け
う
り
」
と
い
う
単
語
は
、「
け
」

を
入
れ
て
「
受
け
売
り
」
と
す
る
一
方
、「
う
け

と
り
」
の
場
合
に
は
送
り
仮
名
を
入
れ
ず
に
「
受

取
」
と
す
る
、
と
い
っ
た
決
ま
り
で
す
。
し
か
し

近
年
、
地
方
自
治
体
が
住
民
に
向
け
て
直
接
発
信

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
事
な
ど
で
は
、
そ
の
ル

ー
ル
を
外
れ
、
一
般
的
な
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。「
公
用
文

の
中
の
広
報
文
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
そ
う
し
た
文

書
を
、
内
部
向
け
の
公
用
文
と
区
別
し
、
前
者
で

使
う
表
現
は
対
象
に
合
わ
せ
た
も
の
に
す
る
こ

と
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
っ
た
議
論
が
、
文
化
審

議
会
国
語
分
科
会
で
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
式

の
制
約
が
少
な
く
な
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
労
力
を

文
章
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
に
割
け
る
よ

う
に
な
る
は
ず
で
す
。

—
—

母
語
話
者
で
は
な
い
外
国
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
文
章
に
す
る
た
め
に
は
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
手
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治

体
の
職
員
研
修
な
ど
で
特
に
重
点
を
置
い
て
お

伝
え
し
て
い
る
こ
と
の
1
つ
は
、
敬
語
な
ど
に
よ

る
「
相
手
へ
の
配
慮
」
や
「
正
確
性
」
を
求
め
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
「
わ
か
り
や
す
さ
」
は
損
な
わ
れ

る
と
い
う
、
文
章
が
負
う
根
本
的
な
性
質
で
す
。

例
え
ば
、
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
制
度
は
、
適

用
さ
れ
る
対
象
者
の
範
囲
を
厳
密
に
伝
え
よ
う

と
す
る
と
、「
例
外
」
を
い
く
つ
も
列
挙
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
す
れ
ば
制

度
の
要
点
は
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
例
外
事
項
は
ほ
ど
ほ
ど
に
抑
え

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

外
国
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
に
も
き
ち
ん
と
情

報
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
学
校
か
ら
研
修
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
学
校
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
、「
保
護
者
へ
の
お
知
ら
せ
」

の
プ
リ
ン
ト
を
外
国
人
の
保
護
者
に
も
わ
か
り

や
す
く
す
る
こ
と
で
す
。「
お
知
ら
せ
」
は
従
来
、

「
保
護
者
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

が
日
本
人
に
も
わ
か
り
づ
ら
い
書
き
方
が
慣
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
泳
の
授
業
が
始

ま
る
こ
と
に
関
す
る
「
お
知
ら
せ
」
で
保
護
者
に

や
っ
て
ほ
し
い
行
動
は
、「
水
泳
の
授
業
が
あ
る

日
に
は
、
子
ど
も
の
体
調
を
見
て
水
泳
カ
ー
ド
に

『
参
加
可
能
』
の
サ
イ
ン
を
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
真
っ
先
に
そ
れ
を
明
記
す

べ
き
な
の
に
、
季
節
の
あ
い
さ
つ
が
長
々
と
あ

り
、
続
い
て
水
泳
の
授
業
の
開
始
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
最
後
に
「
カ
ー
ド
に
サ
イ
ン
を
」
と
い

う
文
が
置
か
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
研
修
で
は
、

「
お
知
ら
せ
」
を
書
く
と
き
は
保
護
者
に
対
す
る

行
動
要
求
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
と
伝
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

「
や
さ
し
い
日
本
語
」に
つ
い
て
今
後
、ど

の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
く
の
か
、ビ
ジ
ョ
ン

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

に
わ
か
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
す
が
、
私
た
ち
研
究
者
の
役

割
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
ど
の
よ
う
な
日
本
語
の
表
現
が
わ
か
り
や

す
い
と
言
え
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
受
け
取
り
手

の
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
「
客
観
的
根
拠
」
を

集
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
わ
か
り

や
す
く
現
場
の
人
に
伝
え
る
。
日
本
語
の
専
門
家

と
し
て
、
そ
う
し
た
学
術
的
な
作
業
を
担
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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外
国
人
が
多
い
地
域
で
、

就
学
を
支
援
す
る
事
業
を

統
括
役
と
し
て
牽
引

—
—

勤
務
さ
れ
て
い
る
「
多
文
化
ル
ー
ム

K
き

ぼ

う

I
B
O
U
」（
以
下
、「
K
I
B
O
U
」）
の
概

要
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

愛
知
県
西
尾
市
で
暮
ら
す
5
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
外
国
人
の
就
学
支
援
を
目
的
と
し
て
、
日
本

語
の
指
導
を
中
心
と
す
る
教
室
を
開
く
同
市
の

事
業
で
す
。
私
が
所
属
す
る
社
会
福
祉
法
人
せ
ん

ね
ん
村
が
そ
の
実
施
を
2
0
1
4
年
か
ら
受
託

し
て
お
り
、
私
は
当
初
か
ら
統
括
役
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。
不
就
園
・
不
就
学
の
子
ど
も
、
小
・

中
学
生
、
高
校
へ
の
進
学
を
目
指
す
学
齢
超
過
者

な
ど
、
状
況
が
異
な
る
対
象
者
ご
と
に
別
々
の
ク

ラ
ス
を
設
け
て
お
り
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座
の

修
了
者
や
外
国
出
身
者
な
ど
が
指
導
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
市
は
全
人
口
に
占
め
る
外
国
人
住

民
の
割
合
が
全
国
平
均
の
3
倍
に
近
い
5
・
6

パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
昨
年
は
合
計
で
2
0
0
人

近
い
子
ど
も
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
国
籍
で
多
い

の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
南
米
の
国
、
ベ

ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
の
国
、中
華
人
民
共
和
国
な
ど
で
す
。

—
—

子
ど
も
が
不
就
学
に
な
る
の
は
ど
の
よ
う

な
理
由
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
一
度
は
就
学
し
た
子
ど
も
で
も
、
引
越

し
や
転
校
を
き
っ
か
け
に
学
校
に
通
う
の
を
や

め
て
し
ま
う
こ
と
や
、
学
校
で
嫌
な
思
い
を
し
て

「
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、
不
登
校
に
な
っ
て
そ
の
ま
ま
退
学
し
て

し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
少
期

に
母
国
に
い
た
子
ど
も
で
は
、
そ
の
時
期
に
保
護

者
が
日
本
で
働
い
て
い
た
た
め
、
き
ち
ん
と
学
校

に
通
う
習
慣
が
身
に
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
法
律

上
、
外
国
籍
児
童
の
保
護
者
に
は
就
学
さ
せ
る
義

務
が
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

国
境
を
越
え
て
移
動
し
、
育
つ
子
ど
も
の
状
況

を
考
慮
し
て
、「
K
I
B
O
U
」
で
は
学
校
生
活

で
使
う
日
本
語
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
や

学
校
と
連
携
し
、
さ
ら
に
家
庭
へ
の
働
き
か
け
も

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
総
合
的
に
後

押
し
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
は
、
私
が
担

当
し
て
い
る
業
務
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
も

の
の
1
つ
で
す
。
た
と
え
ば
、
不
就
学
の
子
ど
も

を
学
校
見
学
に
連
れ
て
行
き
、
子
ど
も
が
安
心
す

る
よ
う
な
言
葉
を
学
校
の
先
生
た
ち
か
ら
掛
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
そ
の

子
の
性
格
や
家
庭
の
様
子
な
ど
を
お
伝
え
し
、
外

国
人
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
学
校

側
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
家
庭
訪
問
を
実
施

し
、
家
庭
の
状
況
を
把
握
す
る
と
共
に
、
子
ど
も

を
日
本
の
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
へ
の
不
安
を

取
り
除
く
た
め
の
話
を
し
た
り
、
教
育
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

—
—

親
御
さ
ん
た
ち
は
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
か
。

　

学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
の
場
合
、
親
御
さ

ん
た
ち
は
み
な
、
当
初
は
子
ど
も
が
早
く
日
本
語

を
覚
え
、
日
本
の
学
校
に
慣
れ
て
ほ
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
や
が
て
、
子
ど
も
が
母
語
の
力
を
失

っ
て
い
く
こ
と
へ
の
不
安
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
日
本
人
の
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る

と
、
親
御
さ
ん
が
母
語
で
話
し
か
け
て
も
日
本
語

で
返
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
変
化
は
特
に

年
齢
の
低
い
子
ほ
ど
急
速
な
の
で
す
。
教
育
と
い

う
は
、
人
の
人
生
を
そ
の
人
と
一
緒
に
つ
く
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
住
民
の
子
ど
も
た
ち

が
歩
む
人
生
の
舞
台
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
日
本
に
止

ま
り
続
け
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
母
国
に
戻
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
彼
ら
の
教
育
に
携
わ
る
以

上
、
ど
こ
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

く
活
躍
し
て
ほ
し
い
。そ
う
し
た
考
え
か
ら
、「
自

分
ら
し
さ
」
の
源
で
あ
る
母
語
を
失
わ
ず
、
そ
れ

に
よ
っ
て
同
じ
母
語
の
仲
間
が
つ
く
れ
る
よ
う
、

「
K
I
B
O
U
」
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ベ
ト
ナ

ム
語
、中
国
語
の
教
室
も
設
け
て
い
ま
す
。

—
—

現
在
の
お
仕
事
に
、協
力
隊
の
経
験
は
ど
う

影
響
し
て
い
る
と
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

外
国
人
住
民
の
方
々
が
感
じ
る
違
和
感
を
、
自

分
自
身
が
外
国
人
住
民
と
な
っ
た
経
験
か
ら
共

感
で
き
る
の
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
だ
と
思

い
ま
す
。
先
日
、
知
り
合
い
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

女
性
か
ら
、「
職
場
に
ベ
ト
ナ
ム
人
の
女
の
子
た

ち
が
入
っ
て
き
た
。
同
じ
『
外
国
人
』
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
子
た
ち
へ
の
指
導
を
求
め
ら
れ
た

け
れ
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
語
は
ま
る
で
話
せ
な
い
の
で

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
愚
痴
を
聞
き
ま
し
た
。
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
認
識
で
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
へ
の
違
和
感
は
、
私
自
身
も
経
験
し
て
い
ま

す
。
協
力
隊
時
代
、
私
は
文
系
の
人
間
な
の
に
、

「
ハ
イ
テ
ク
の
日
本
か
ら
来
た
の
な
ら
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
言
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
修
理
を
依
頼
さ

れ
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
帰
国
後
に

日
本
の
友
人
た
ち
と
再
会
し
た
際
に
は
、「
ブ
ラ

ジ
ル
に
行
っ
て
い
た
の
な
ら
、
サ
ン
バ
を
踊
れ
る

の
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
が
ち
な
「
外
国
人
」
や
「
ブ

ラ
ジ
ル
人
」
に
も
多
様
性
が
あ
る
こ
と
を
私
が
実

感
で
き
た
の
は
、
協
力
隊
員
と
し
て
2
年
間
に
わ

た
っ
て
外
国
で
暮
ら
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
経
験
を
し
て
い
な
い
多
く
の
日
本
人
が
、
外

国
人
に
対
し
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
認
識
を
す

る
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
私
が
積
極
的
に
実
践
し
て

い
る
の
は
、「
K
I
B
O
U
」
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
多
様
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の

人
々
に
「
K
I
B
O
U
」
の
活
動
を
知
ら
せ
、
通

う
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
に
「
K
I
B
O
U
」
の
店
を
出

し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
参
加
し
た
り
、
学
校

の
催
し
に
「
K
I
B
O
U
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
向

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
互
い

に
「
1
人
の
人
間
」
と
し
て
捉
え
合
い
、
取
り
繕

わ
ず
に
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
発
揮
し
て
生
き
る

こ
と
を
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
い
う
社
会
こ
そ
、「
多
文
化
共
生
」
と

い
う
理
念
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

と
、私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
住
む
地
域
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
で
彼
ら
に
サ
ン
バ
を
踊
る
こ
と

を
求
め
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
会
社
員
や
店

員
、経
営
者
、農
業
者
な
ど
と
し
て
、社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
も

ら
い
、
良
い
距
離
感
の
な
か
で
、
同
じ
社
会
を
構

成
す
る
一
員
同
士
と
し
て
尊
重
し
合
い
な
が
ら

接
す
る
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も

自
分
に
で
き
る
役
割
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

CASE ❸

話＝ さん
●社会福祉法人せんねん村 職員
●日系社会青年ボランティア経験者
  （ブラジル・日系日本語学校教師・2005年度派遣）

「KIBOU」の教室に通う子どもの保護者を対象とする日本語教室。外国にルーツがある子ど
もを支援するためには保護者のエンパワーメントも必要だとの考えに立って開く教室だ

PROFILE●1978年生まれ、愛知
県出身。大学卒業後、小学校の講
師や民間企業勤務を経て、2005
年6月に日系社会青年ボランティ
アとしてブラジルに赴任。07年6月
に帰国。08年に社会福祉法人せ
んねん村（愛知県西尾市）に入職
し、保育園で外国人園児の就学に
向けたサポートに従事。14年、子
どもの就学を支援する同市の事業
「多文化ルームKIBOU」のコーディ
ネーターに着任。

協力隊時代
サンパウロ州マリリア市の日系人団
体「マリリア日系文化体育協会」に
配属され、同団体が運営する日本語
学校で日本語の指導などに取り組
んだ。写真は、同校の生徒（右）と川
上さん。

外
国
人
住
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、そ
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
支
援
す
る
事
業
を

実
施
す
る
愛
知
県
西
尾
市
。2
0
1
4
年
か
ら
事
業
の
統
括
役
を
務
め
て
き
た
川

上
さ
ん
に
、担
当
し
て
い
る
業
務
の
内
容
や
、目
指
し
て
い
る「
多
文
化
共
生
」の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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保
健
に
関
す
る
情
報
へ
の

外
国
人
住
民
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
研
究

—
—

大
学
の
教
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
多

文
化
共
生
推
進
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

　

1
つ
は
、
外
国
人
住
民
が
母
子
保
健
や
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
対
策
が
有
効
で
あ
る
か
を
探
る
研
究
を
、

2
0
1
2
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
大
学
で
看
護

学
の
教
員
を
務
め
て
い
る
4
人
の
協
力
隊
経
験

者
と
の
共
同
研
究
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る

の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
は
じ
め

と
す
る
外
国
人
住
民
の
割
合
が
全
国
平
均
の
3

倍
を
超
え
る
愛
知
県
知ち

立り
ゅ
う市
で
す
。

　

も
う
1
つ
は
、
看
護
学
生
を
対
象
と
し
た
「
国

際
看
護
」
の
授
業
の
な
か
で
、
外
国
人
患
者
へ
の

対
応
に
関
す
る
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
病
院
に
医

療
通
訳
者
を
派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム
は
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
入
院
患
者
に
常
に
医
療
通
訳
者
が

付
き
添
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
現
在
は
医
療
従
事
者
の
間
で
も
「
や＊

さ
し
い

日
本
語
」
の
活
用
が
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
授
業
で
は
、
外
国
人
患
者
の
母
語
が
わ
か
ら

な
く
て
も
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、
諦
め
ず
に
相

手
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

取
り
組
ま
れ
て
い
る
研
究
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
の
段
階
で
行
っ
た
の
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
や
診
療
所
の
医
師
な
ど
、
母
子
保
健
や

子
育
て
に
関
す
る
外
国
人
住
民
へ
の
支
援
に
か

か
わ
っ
て
い
る
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

と
、
乳
幼
児
を
持
つ
外
国
人
の
母
親
た
ち
へ
の
質

問
紙
調
査
で
し
た
。
同
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は

通
訳
者
も
置
か
れ
て
お
り
、
外
国
人
住
民
は
き
ち

ん
と
子
ど
も
に
予
防
接
種
や
健
診
を
受
け
さ
せ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
健
康
を
保
つ
に

は
、
育
ち
を
支
え
る
か
か
わ
り
や
健
康
的
な
生
活

習
慣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
配
慮
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を

得
る
手
段
が
、
外
国
人
住
民
に
は
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
母
親

た
ち
は
雑
誌
や
マ
マ
友
な
ど
が
主
な
情
報
源
か

と
思
い
ま
す
が
、
外
国
人
住
民
の
母
親
た
ち
は
、

日
本
語
が
話
せ
る
夫
に
頼
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

と
て
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
医
療
従
事
者
か
ら
の
情
報
提
供
の
方
法

に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
、
調
査
に
よ
っ
て
わ
か
り

ま
し
た
。「
ア
ド
バ
イ
ス
の
『
理
由
』
の
説
明
が

な
い
の
で
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
う
こ
と
を
た

め
ら
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
回
答
を
し

た
外
国
人
住
民
の
母
親
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
母

子
保
健
や
子
育
て
に
関
し
て
は
、
日
本
と
は
異
な

る
習
慣
が
あ
る
国
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ブ
ラ

ジ
ル
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
日
本
よ
り
シ
ン
プ
ル

な
離
乳
食
が
一
般
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人

の
間
で
は
離
乳
食
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
使
う

こ
と
は
「
言
わ
ず
も
が
な
」
の
こ
と
な
の
で
、
医

療
従
事
者
は
ど
う
し
て
も
「
そ
れ
が
な
ぜ
良
い

の
か
」
を
説
明
し
な
い
ま
ま
、
外
国
人
に
対
し
て

離
乳
食
の
進
め
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
継

続
的
な
研
究
と
し
て
、
母
子
保
健
や
子
育
て
に
関

す
る
制
度
や
文
化
が
日
本
と
ど
う
異
な
る
か
を

伝
え
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
編
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
編
の
2
つ
で
す
。
医
療
従

事
者
が
外
国
人
住
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
際

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
外
国
人

住
民
に
も
日
本
の
制
度
や
文
化
を
知
る
ツ
ー
ル

と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
あ
る
い
は
日
本
語
と
英
語
の
解
説
を
併
記

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
試
作
品
を
保
健
師
の
方
々

に
配
り
、
使
い
勝
手
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
段
階
で
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て
完
成

品
を
つ
く
っ
た
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効

果
を
見
て
い
く
予
定
で
す
。

—
—

8
年
に
わ
た
り
同
じ
地
域
を
対
象
に
研
究

を
行
っ
て
き
た
な
か
、対
象
地
域
の
多
文
化
共
生

の
状
況
に
変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。　

　

知
立
市
で
の
研
究
を
始
め
て
1
年
ほ
ど
経
っ

た
こ
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
女
性
が
主
宰
す
る

学
習
支
援
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
同
市

の
外
国
人
集
住
地
区
で
乳
幼
児
を
持
つ
外
国
人

住
民
の
子
育
て
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
外
国
人
の
親
子
を
集
め
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

行
っ
た
り
、
子
育
て
に
関
す
る
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
乗
っ
た
り
す
る
「
サ
ロ
ン
」
を
定
期
的
に
開

く
と
い
う
活
動
で
す
。
こ
の
活
動
で
は
「
脱
水
の

予
防
」
や
「
皮
膚
の
病
気
」
な
ど
子
ど
も
の
健
康

に
資
す
る
情
報
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し

た
形
で
の
情
報
提
供
が
ど
の
程
度
有
効
な
の
か

を
検
討
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
サ
ロ

ン
」
を
継
続
す
る
な
か
で
、
始
め
は
一
参
加
者
だ

っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
母
親
が
通
訳
兼
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
外
国
人
住
民
と
「
サ
ロ
ン
」
を
つ
な
ぐ
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
う
れ
し
い
変
化
で
す
。「
サ
ロ
ン
」
の
開
催

協
力
の
た
め
に
同
じ
地
区
に
継
続
し
て
通
っ
て

き
た
こ
と
で
、
外
国
人
集
住
地
区
の
変
化
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
外
国
人
住
民
が
多

く
な
っ
た
こ
と
に
抵
抗
感
を
も
っ
て
い
た
高
齢

の
日
本
人
住
民
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
開
い
た
カ
フ

ェ
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
見

た
り
す
る
と
、
地
域
の
中
で
ほ
ど
よ
い
距
離
感
が

出
来
て
き
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

マ
レ
ー
系
、中
華
系
、イ
ン
ド
系
の
民
族
の
ほ
か
、

カ
ザ
ダ
ン
族
や
バ
ジ
ャ
ウ
族
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

先
住
民
の
方
々
な
ど
が
暮
ら
す
多
民
族
国
家
で

す
が
、
異
な
る
民
族
の
人
同
士
が
「
溶
け
合
う
」

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、言
わ
ば
「
モ
ザ
イ
ク
状
」

に
あ
る
程
度
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
共
生
し
て

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
経
験

が
、
私
の
中
で
1
つ
の
多
文
化
共
生
の
あ
り
方
と

し
て
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
住
民
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で

は
、
外
国
人
住
民
の
子
ど
も
の
存
在
が
地
域
の
活

力
の
支
え
で
あ
り
、「
サ
ロ
ン
」
を
開
い
て
い
る

地
区
な
ど
は
そ
の
典
型
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
外

国
人
住
民
に
母
子
保
健
や
子
育
て
の
情
報
が
適

切
に
伝
わ
り
、
彼
ら
に
「
日
本
で
子
育
て
し
て
良

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
で
し
ょ

う
。
今
後
も
そ
う
し
た
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら
、

研
究
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

CASE ❹

話＝ さん
●愛知医科大学 看護学部教授
●青年海外協力隊経験者
  （マレーシア・保健師・1987年度1次隊）

知立市の外国人集住地区で開いている「サロン」で、乳児を持つ外国人住民の女性に医療
場面で使われる日本語を伝える坂本さん（右）

PROFILE●1960年生まれ、愛知
県出身。兵庫県立大学大学院看護
学研究科博士後期課程修了。博士
（看護学）。専門は地域看護学。名
古屋市の保健師を経て、1987年7
月に青年海外協力隊員としてマ
レーシアに赴任。89年10月に帰
国。2011年より愛知医科大学看護
学部教授。18年より同大学の副学
長・看護学部長・大学院看護学研
究科長。

協力隊時代
サバ州政府に派遣され、さまざまな
専門性を持つ協力隊員たちと共に、
総合的な地域開発に取り組んだ。写
真は、村で行われる住民の健康診
断を手伝う坂本さん。

地
域
看
護
学
の
専
門
家
と
し
て
、医
科
大
学
で
研
究
と
教
育
に
あ
た
っ
て
い
る
坂
本

さ
ん
。取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の
1
つ
は
、外
国
人
住
民
が
母
子
保
健
や
子
育
て
に

関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
で
あ
る
か
を
探
る
も
の
だ
。
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海
外
経
験
を
基
盤
に

日
本
で
働
く
外
国
人
の

行
政
手
続
き
を
支
援

—
—

行
政
書
士
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る
仕
事
の

概
要
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

行
政
書
士
は
、
官＊

公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
あ

る
い
は
「
権
利
義
務
」
や
「
事
実
証
明
」
に
関
す

る
書
類
の
作
成
や
そ
れ
に
関
す
る
相
談
な
ど
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
国
家
資
格
で
す
。
扱
え

る
書
類
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
お
客
様

を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
得
意
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

絞
っ
て
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
短
期

出
張
や
長
期
滞
在
、
協
力
隊
を
含
め
る
と
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
、エ
ク
ア
ド
ル
、ペ
ル
ー
、ブ
ラ
ジ
ル
、ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
、メ
キ
シ
コ
、パ
ナ
マ
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、マ
レ
ー
シ
ア
、タ
イ
、台
湾
の
11
カ
国
で
、ス

ペ
イ
ン
語
と
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、「
ス
ペ
イ
ン
語
と
英
語

で
外
国
人
に
対
応
で
き
る
こ
と
」
を
第
一
の
売
り

と
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
日
本
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
英
語
の
3
言
語
の
も
の
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
て
き
た

仕
事
に
関
連
す
る
「
建
設
業
」
や
「
農
業
」、「
貿

易
」も
あ
わ
せ
て
売
り
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

外
国
人
住
民
か
ら
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
依
頼
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
、
在
留
期
間
更
新
許
可
や

在
留
資
格
変
更
許
可
、
永
住
許
可
な
ど
の
在
留
資

格
に
関
す
る
申
請
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
ご
自
身
で

事
業
を
始
め
ら
れ
る
外
国
人
住
民
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
必
要
な
会
社
設
立
や

建
設
業
許
可
の
申
請
な
ど
に
関
す
る
依
頼
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
依
頼
主
の
国
籍
は
、

ス
ペ
イ
ン
語
で
対
応
し
て
い
る
国
で
は
ペ
ル
ー
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
、
英
語
で
対

応
し
て
い
る
国
で
は
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
中
華
人
民
共
和
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

が
中
心
で
す
。そ
の
立
場
も
、研
究
所
の
調
査
員
、

大
学
の
教
員
、
会
社
経
営
者
、
工
場
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
日
系
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
在
留
資
格
も

そ
れ
ぞ
れ
「
高
度
専
門
職
」「
教
授
」「
経
営
・

管
理
」「
定
住
者
」と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

—
—

外
国
人
住
民
か
ら
依
頼
を
受
け
る
手
続
き

は
、や
は
り
本
人
が
自
力
で
進
め
る
の
は
難
し
い

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
ほ
と
ん

ど
は
日
本
語
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
読
み
書
き

が
で
き
な
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
だ
と
感
じ
ま
す
。
日
本
語
を
話
す
こ
と

は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
読
み
書
き
は
苦
手
だ
と
い

う
方
は
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
。
日
本
語
を
話
す

こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
読
み
書
き
は
苦
手
だ

と
い
う
方
は
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
官

公
署
に
提
出
す
る
申
請
書
類
な
ど
は
、
書
き
方
や

準
備
す
る
書
類
に
よ
っ
て
不
許
可
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ず
に
そ
れ

を
避
け
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
、

手
続
き
を
す
る
機
関
は
法
務
局
や
公
証
役
場
、
市

役
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
わ

か
り
づ
ら
く
、
外
国
人
が
そ
の
情
報
を
得
る
の
は

容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
外
国
人
に
関
す
る
手
続
き
を

専
門
の
1
つ
と
し
て
い
る
行
政
書
士
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
書
士
自
身
が
外
国

語
で
対
応
で
き
る
事
務
所
は
少
な
く
、
通
訳
者
を

利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
外
国
人
住
民
が
依

頼
さ
れ
る
手
続
き
は
彼
ら
の
生
活
の
そ
の
後
を

左
右
す
る
重
要
な
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
分

の
母
語
が
話
せ
る
行
政
書
士
の
ほ
う
が
安
心
で

き
ま
す
。
そ
う
し
た
理
由
で
、
開
業
し
て
ま
も
な

い
私
で
も
ご
依
頼
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
外
国
人
が
経
営
す
る
地

元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
企
業
に
飛
び
込
み
営
業
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
私
の
事
務
所

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
S
N
S
を
通
し
て
の
ご
依

頼
で
す
。

—
—

協
力
隊
経
験
は
今
の
仕
事
に
ど
の
よ
う
に

影
響
し
て
い
る
と
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
エ
ク
ア
ド
ル
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
協

力
隊
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
ス
ペ

イ
ン
語
圏
の
国
で
、
活
動
は
農
業
に
関
連
し
た
も

の
で
す
。
協
力
隊
時
代
に
、
現
地
の
農
家
を
飛
び

込
み
で
訪
ね
、
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験

が
、
今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
取
引
先
の
新
規
開
拓
は
、
何
度
も
門
前
払
い

を
受
け
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
協
力
隊
時
代
に
そ
れ
に
近
い
経
験
を

し
、
精
神
的
に
タ
フ
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
な

せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
相
手

の
習
慣
や
考
え
方
な
ど
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
こ
ち

ら
の
考
え
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
明

確
に
伝
え
な
が
ら
、
相
手
の
要
望
に
応
え
る
努
力

を
し
た
協
力
隊
時
代
の
経
験
も
、
や
は
り
行
政
書

士
の
仕
事
に
生
き
て
い
ま
す
。
私
の
お
客
様
の
多

く
は
外
国
籍
の
方
で
、
習
慣
や
考
え
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
、「
日
本
に
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考

え
方
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
客
様
に
合
っ
た
対
応
を
心
掛
け
る
。
一
方
で
、

は
っ
き
り
と
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
明

確
に
説
明
す
る
。
外
国
人
と
働
く
と
き
に
必
要
な

そ
う
し
た
姿
勢
を
保
て
る
の
は
、
や
は
り
協
力
隊

の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
協
力
隊
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
働

い
て
き
た
経
験
に
よ
っ
て
、
私
は
お
そ
ら
く
日
本

で
働
く
外
国
人
の
方
々
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
察
す
る
力
が
付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
働
い
て
い
た
と
き

に
は
、
経
営
が
傾
い
て
い
た
農
場
を
立
て
直
す
た

め
に
現
地
の
従
業
員
の
方
々
を
解
雇
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
家
族
の
た
め
に
働
い

て
い
た
彼
ら
の
た
め
に
ほ
か
に
で
き
る
方
策
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
自
責
の
念
を

持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
企
業
の
社

員
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
新
規
取
引
先
を
探
す

業
務
を
行
っ
て
い
た
際
に
は
、
営
業
に
回
っ
た

先
々
で
、
外
国
人
だ
と
わ
か
る
と
怪
訝
な
顔
を
さ

れ
、
心
細
さ
を
感
じ
る
と
い
う
経
験
も
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
今
、
日
本
で

暮
ら
す
外
国
人
の
方
々
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
で
き
る
だ
け
正
し
く
把
握
し
よ
う
と
努
め
な

が
ら
彼
ら
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
す
る
と
彼
ら
の

信
頼
が
生
ま
れ
、
何
か
困
っ
た
と
き
に
と
り
あ
え

ず
私
に
電
話
を
掛
け
て
き
て
く
れ
る
方
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
よ
う
な
信
頼
関
係

を
多
く
の
外
国
人
住
民
と
の
間
に
築
い
て
い
き

な
が
ら
、
彼
ら
に
日
本
で
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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協
力
隊
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
暮
ら
し
の
経
験
を
生
か
し
、外
国
人
住
民
の
支
援

を
メ
イ
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
行
政
書
士
と
し
て
働
く
寺
澤
さ
ん
。強
み
と
な
っ

て
い
る
の
は
、自
ら
が
外
国
人
と
し
て
働
い
た
経
験
で
得
た
、日
本
で
働
く
外
国
人

の
状
況
を
察
す
る
力
だ
。
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地
域
で
多
文
化
共
生
の

実
現
に
取
り
組
む

N
G
O
を
主
宰

—
—

代
表
を
務
め
て
い
る
任
意
団
体
「
野
毛
坂

グ
ロ
ー
カ
ル
」の
概
要
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 

す
べ
て
の
人
が
「
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
」
と

広
く
捉
え
た
う
え
で
、
住
民
が
互
い
の
文
化
を
認

め
合
う
「
多
文
化
共
生
」
の
推
進
に
向
け
た
活
動

に
、
私
が
住
む
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で

す
。
私
は
長
い
間
、
協
力
隊
員
や
J
I
C
A
専
門

家
と
し
て
途
上
国
の
地
域
づ
く
り
に
「
支
援
す

る
人
」、つ
ま
り
「
よ
そ
者
」と
し
て
か
か
わ
っ
て

き
ま
し
た
。「
よ
そ
者
」
は
し
が
ら
み
が
な
い
の

で
、
思
い
切
っ
た
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

い
ず
れ
そ
の
地
域
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
人
で
あ

り
、
無
責
任
な
存
在
と
も
言
え
ま
す
。
そ
う
し
た

立
場
で
地
域
に
か
か
わ
り
続
け
る
こ
と
に
ひ
っ

か
か
り
を
感
じ
、
逃
げ
道
が
な
い
「
地
の
人
」
と

し
て
、
し
が
ら
み
が
あ
る
な
か
で
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
の
が
、
野
毛
坂
グ
ロ
ー
カ

ル
を
設
立
し
た
動
機
で
す
。

　

住
民
が
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
の
活
動
の
な

か
で
「
多
文
化
共
生
の
推
進
」
だ
け
を
抜
き
だ
す

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
ま
ず
は
高
齢
者
の
見
守
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
の
運
営
、
防
災
活
動
な

ど
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
野
毛
坂

グ
ロ
ー
カ
ル
が
活
動
の
柱
の
1
つ
と
し
て
い
る

の
は
、地
域
の
住
民
や
学
生
を
主
な
対
象
に
、「
多

文
化
共
生
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う

な
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
す
。

　

活
動
の
も
う
1
つ
の
柱
と
し
て
い
る
の
は
、
地

域
と
途
上
国
の
人
々
が
学
び
合
う
機
会
を
つ
く

る
活
動
で
す
。
タ
イ
の
地
方
自
治
体
の
職
員
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
N
G
O
、
A
S
E
A
N
各
国
の
学
生

な
ど
を
地
域
に
招
き
、
同
市
の
方
々
と
福
祉
に
関

す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
互
い
の
経
験
や

意
見
を
紹
介
し
、
学
び
合
う
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
野
毛
坂
グ
ロ
ー
カ
ル
を
立
ち
上
げ
て
か
ら

こ
れ
ま
で
の
4
年
間
で
30
回
あ
ま
り
研
修
を
実

施
し
、
計
1
0
0
0
人
ほ
ど
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
で
多
文
化
共
生
を
推

進
す
る
う
え
で
、
住
民
が
異
な
る
文
化
の
人
々
と

学
び
合
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
の
考

え
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。
私
は
協
力
隊

員
と
し
て
赴
任
し
た
当
初
、
技
術
協
力
を
し
よ
う

と
い
う
意
気
込
み
で
し
た
が
、
実
際
は
現
地
の

方
々
に
学
ん
だ
こ
と
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
文
化
が
異
な
る
人
と
の
付
き

合
い
は
「
相
手
か
ら
学
ぶ
姿
勢
」
が
重
要
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

—
—

勉
強
会
で
は
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

強
調
し
て
い
る
の
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
意
識
の
重
要
性
で
す
。
こ
れ
は
、

S＊
D
G
ｓ
の
基
本
理
念
で
も
あ
り
ま
す
が
、
実
現

す
る
の
が
難
し
い
た
め
、
あ
ま
り
気
に
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
私
が
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
は
、
誰
か
を
取
り
残
し
た
り
、
誰

か
の
犠
牲
の
も
と
に
達
成
す
る
ゴ
ー
ル
は
あ
り

え
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
障
害
者
」

が
働
く
場
を
つ
く
る
た
め
に
「
軽
度
障
害
者
」
の

就
労
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
と
、「
重
度
障
害
者
」

は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
取

り
残
さ
れ
た
障
害
者
」
が
よ
り
少
数
に
な
る
こ
と

で
、「
重
度
障
害
者
」
の
存
在
は
社
会
の
中
で
よ

り
見
え
づ
ら
く
な
り
、
執
拗
に
取
り
残
さ
れ
続
け

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
考
え
に
共
感
し
て
い
る
人
も
、
自
分

に
不
利
益
が
及
ぶ
場
合
、
寛
容
さ
を
失
い
が
ち
で

す
。例
え
ば
、自
分
の
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
や
宗
教
上
の
理
由
で
豚

肉
を
食
べ
れ
な
い
子
ど
も
に
対
応
す
る
給
食
と

す
る
た
め
、
給
食
費
を
値
上
げ
し
て
対
応
す
る
と

な
れ
ば
、
納
得
で
き
な
い
人
も
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。「
多
文
化
共
生
」に
は
、互
い
の
違
い
を
頭
で

認
め
合
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
負

担
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
気
づ
き
や
共
感
が
必

要
で
す
。
勉
強
会
で
は
、
そ
の
こ
と
を
努
め
て
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

—
—

勉
強
会
の
参
加
者
に
は
ど
の
よ
う
に
響
い

て
い
る
と
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

「
差
別
」
や
「
不
公
平
」
と
向
き
合
う
こ
と
は
多

文
化
共
生
の
基
本
で
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
差

別
を
知
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
勉
強
会
を
開
催
し

て
も
、
参
加
者
が
広
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
真
正
面
に
社
会
課
題
に
向
き
合
う
勉
強

会
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
経
験
、
興
味
が

あ
る
こ
と
、
夢
な
ど
身
近
な
こ
と
を
共
有
し
合
う

こ
と
を
と
っ
か
か
り
に
す
る
勉
強
会
と
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、「
タ
イ
映
画
を
語
る
会
」や
「
新

大
学
生
と
話
す
会
」
な
ど
と
間
口
の
広
い
タ
イ
ト

ル
に
し
て
、
幅
広
い
方
々
の
参
加
を
狙
う
。
そ
の

う
え
で
、
実
際
の
勉
強
会
に
少
し
だ
け
社
会
課
題

を
考
え
る
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
5
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
で
取
り
残
さ
れ
そ
う
な
人
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
外
国
人
や
盲
ろ
う
の
方
、
孤
立
す

る
高
齢
者
な
ど
、「
取
り
残
さ
れ
そ
う
」
な
方
々

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
勉

強
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
働
き
方
が

広
が
る
な
か
、
障
害
者
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
事
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
吐
露
す
る
コ
メ
ン
ト

も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

—
—

野
毛
坂
グ
ロ
ー
カ
ル
の
活
動
に
つ
い
て
、今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

野
毛
坂
グ
ロ
ー
カ
ル
の
活
動
で
私
が
心
掛
け

て
い
る
の
は
、
自
分
は
黒
子
に
徹
し
、
地
域
を
外

部
の
方
々
と
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
な
が
ら
、
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
の
後
押
し
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
よ

う
と
し
て
し
ま
う
と
、
他
の
人
に
協
力
し
よ
う
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
や
り
方

が
有
効
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
協
力
隊

時
代
で
し
た
。
私
が
論
理
立
て
た
提
案
を
し
て

も
、
配
属
先
の
方
々
に
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
提
案
に
賛
同
す

る
外
部
の
方
か
ら
意
見
を
発
信
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
配
属
先
の
方
々
が
徐
々
に
私
の
主
張
を

信
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

「
地
の
人
」
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
際
は

特
に
、
地
域
の
そ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
否
定
す
る

よ
う
な
提
案
を
真
正
面
か
ら
す
る
の
は
難
し
い
。

今
後
も
、
地
域
を
外
部
と
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し

な
が
ら
、
思
い
描
く
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を

後
押
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

CASE ❻

話＝ さん
●野毛坂グローカル 代表
●青年海外協力隊経験者
  （タイ・コンピュータ技術・1987年度1次隊）

横浜市の学生団体の主催、野毛坂グローカルの共催により同市で開いた、アジアの国々と
日本の学生たちによる多文化共生をテーマとしたワークショップ

PROFILE●1962年生まれ、大阪
府出身。電機メーカーのITエンジ
ニアなどを経て、1987年8月に青
年海外協力隊員としてタイに赴
任。89年8月に帰国。JICA専門家と
してアジアの国々で社会的弱者支
援やコミュニティ開発のプロジェ
クトに従事した後、2016年11年、
多文化共生を地域で実現するた
めの活動に取り組む任意団体「野
毛坂グローカル」（神奈川県横浜
市）を設立し、代表に就任。

協力隊時代
スコタイ県にある工業高等専門学
校に配属され、学生や教員へのコン
ピュータ技術の指導に取り組んだ。
写真は、配属先の同僚教員たちと奥
井さん（右から2人目）。

「
よ
そ
者
」で
は
な
く
、「
地
の
人
」と
し
て
地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
、そ
れ
を
実
践
す
る
N
G
O
を
立
ち
上
げ
た
奥
井
さ
ん
。目
指
し
て
い
る
の
は
、

「
国
籍
」や「
障
害
の
有
無
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
違
い
を
人
々
が
認
め
合
う
、

広
い
意
味
で
捉
え
た「
多
文
化
共
生
社
会
」だ
。
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特 集
＊ SDGs…「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略。2015年9月の国連サミットで
採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にある、30年までの達成を目指す17の国際目標。



 「在住地」や「派遣国」など、共通項で結ばれたJICA海外協力隊
経験者で構成するOB・OG会。その最新の基礎情報（2020年11
月現在）をまとめました。

地域 県名等 団体名 代表者 問い合わせ窓口

北海道
・

東  北

北海道 青年海外協力隊北海道OB会
青森県 青森県青年海外協力協会
岩手県 岩手県青年海外協力協会
宮城県 宮城青年海外協力協会
秋田県 青年海外協力隊秋田県OB会
山形県 NPO法人山形県青年海外協力協会（YOCA）
福島県 ふくしま青年海外協力隊の会

関  東
・

甲信越

茨城県 青年海外協力隊茨城県OV会  

栃木県 栃木県青年海外協力隊OB会
群馬県 青年海外協力隊群馬県OB会
埼玉県 青年海外協力隊埼玉県OB会
千葉県 青年海外協力隊千葉OB会
東京都 青年海外協力隊東京OB会
新潟県 新潟県青年海外協力協会  

神奈川県 青年海外協力隊神奈川県OB会
川崎市 川崎JICAボランティアの会
山梨県 山梨青年海外協力隊協会
長野県 青年海外協力隊長野県OB会

東  海
・

北  陸

富山県 青年海外協力隊富山県OB会
石川県 石川県青年海外協力隊OB会
福井県 青年海外協力隊福井県OB会
静岡県 青年海外協力隊静岡県OB会
岐阜県 JICAボランティア岐阜県OV会
愛知県 青年海外協力隊愛知県OB会
三重県 青年海外協力隊三重県OB会

近  畿

滋賀県 滋賀県青年海外協力協会（SOCA）
京都府 NPO法人京都海外協力協会 　

大阪府 青年海外協力隊大阪府OB・OG会
兵庫県 青年海外協力隊兵庫県OB会
奈良県 奈良県青年海外協力協会

和歌山県 和歌山青年海外協力協会

中  国
・

四  国

鳥取県 青年海外協力隊鳥取県OV会
島根県 島根県青年海外協力協会
岡山県 青年海外協力隊岡山県OV会
広島県 青年海外協力隊広島県OB会
山口県 青年海外協力隊山口県OB会
徳島県 徳島県青年海外協力協会
香川県 香川県青年海外協力協会
愛媛県 愛媛県青年海外協力協会
高知県 高知県青年海外協力隊OB会

九  州
・

沖　縄

福岡県 福岡県青年海外協力協会
佐賀県 佐賀県海外協力協会
長崎県 長崎県青年海外協力協会
熊本県 熊本県青年海外協力協会
大分県 大分県青年海外協力協会
宮崎県 宮崎県海外協力協会

鹿児島県 青年海外協力隊鹿児島県OB会
沖縄県 沖縄県青年海外協力協会

団体名 代表者 問い合わせ窓口
総　　合 NPO法人シニアボランティア経験を活かす会

在住地等別

札幌SVくらぶ
群馬県JICAシニアボランティアの会
千葉県JICAシニアボランティアの会
静岡県JICAシニア海外ボランティア協会（SOVA）
JICA近畿シニアボランティアOV会
JICA兵庫シニアOV会  

分  野  別 ICT海外ボランティア会

種類 出身校 団体名 代表者 問い合わせ窓口

大学・短大 酪農学園（大学・短期大学） 酪農学園青年海外協力隊OV会

種類 団体名 代表者 問い合わせ窓口

親子がJICA海外協力隊に参加 青年海外協力隊の２世代参加を促進する会

出身校が同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会出 身 校 別そ　の　他

地域 派遣国 団体名 代表者 問い合わせ窓口

中  南  米

エクアドル エクアドルOV会
エルサルバドル 青年海外協力隊エル・サルバドル会 　

エルサルバドル エルサルバドルのパラアスリートを応援する会 　

ドミニカ共和国 ドミニカ共和国OV会  

パナマ 青年海外協力隊パナマOV会

中　　東
イエメンほか JOCV イエメン＋

UNV（国連）ネットワーク
  

シリア シリアOV会
ヨルダン ヨルダンネットワーク  

アフリカ

エチオピア 青年海外協力隊エチオピアOB・OG会
ケニア 協力隊ケニアOB・OG会
タンザニア ワスワヒリの会
ニジェール ニジェール有志の会
マダガスカル 青年海外協力隊マダガスカルOV会
ルワンダ 青年海外協力隊ルワンダOV会

欧　　州
ブルガリア ハイデベ ブルガリア
ルーマニア ルーマニアOB会

ア  ジ  ア

スリランカ スリランカ同窓ネットワーク
ネパール 協力隊ネパール会
バングラデシュ バングラデシュOVの会
フィリピン 協力隊フィリピンOB/OG会
ベトナム ベトナムOV会
マレーシア 青年海外協力隊マレーシア会
モンゴル モンゴルオボグの会
ラオス 青年海外協力隊ラオスOV会

教　　育 分野（小） 団体名 代表者 問い合わせ窓口
建　　築 都市計画・建築 NPO法人都市計画・建築関連OVの会

教　　育

幼児教育 青年海外協力隊幼児教育ネットワーク
開発教育 開発教育を考える会
開発教育 学校から世界のミカタを考える会
理数科教育 ザンビア理数科教師会議（AMAKASA）
環境教育 青年海外協力隊環境教育OV会
学校教育 全国OV教員・教育研究会

学校教育 関東教育支援ネットワーク

学校教育 京都府OV教員研究会
学校教育 青年海外協力隊大阪府OB・OG教育ネットワーク
学校教育 兵庫OV教員研究会

スポーツ バレーボール JOCVバレーボール会

保健・医療
看護職 JOCV看護職ネットワーク
栄養士 青年海外協力隊栄養士ネットワーク
リハビリテーション JOCVリハビリテーションネットワーク

そ  の  他
無線 JOCV-NETアマチュア無線クラブ
地域づくり等 日本も元気にする青年海外協力隊OB会

派遣国が同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会派 遣 国 別

派遣中・帰国後の職種・活動領域などが同じJICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会分 野 等 別

JICA海外協力隊経験者などで構成するOB・OG会シ　ニ　ア

同じ都道府県・市の在住者や出身者などで構成するOB・OG会在住地等別
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J I C A 海 外 協 力 隊

OB・OG会



【ブルキナファソ】　ブルキナファソ産シアバターやモロッコ産アルガンオイルを使った石けんや化粧品、手仕事を大切にした雑貨や

アクセサリーの企画・製造技術支援・販売を行う。　http://www.a-danse.jp

【ガーナ】　ガーナ北部の村からフェアトレードで輸入したシアバターを原料に、化粧品の製造・販売を行い、日本とアフリカを笑顔

で繋ぐ。　http://www.africakobo.com

【エチオピア】　世界最高峰の羊皮「エチオピアシープスキン」を贅沢に使用し、製品も製造過程も美しいものづくりを目指したラグ

ジュアリーなレザーブランド。2018年には表参道にコンセプトストアをオープン。　http://www.anduamet.com

【ケニア】　「カラフルにくつろぐ」をコンセプトに、軽くて丈夫なサイザル繊維を用いた彩り豊かな収納かご「ORIKAGO」を、ケニ

アの女性たちと共に企画・製造・販売する。　https://www.orikago.com

【ネパール】　ネパールの女性自立支援団体「WSDO」の商品を中心に、同国で生産される布製品や雑貨の輸入・販売を行う。　

http://yeticot.shop-pro.jp

 

【キルギス】　キルギスの女性たちが現地産の羊毛を使い、現地産のハーブなどで草木染めをしてつくったフェルトの雑貨を輸入・

販売する。「eje」は、キルギス語で「目上の女性」の総称として使われる言葉。　https://ejeand.thebase.in

【タイ・ラオスを中心とする東南アジア地域と日本】　タイやラオスの織物の村で手染め・手織りでつくられた絹絣から仕立てた茶道用帛紗を

中心とする茶道小物の企画・製造・販売。茶道入門講座や、外国人を含めた初めての方のための気軽な茶会の実施。　https://emmsu-tea.jp

【フィリピン】　フィリピン産のモリンガやココナツオイルなどを素材とする食品や化粧品などの企画・輸入・販売を行う。

　https://www.girls-be-ambitious.com

【ケニア】　東アフリカの民族布「カンガ」の専門店。カンガを中心としたファブリックや雑貨の制作や販売を行う。

　https://www.kanga-ya.com

【セネガル】　「アフリカと日本をわくわくで繋ぐ」をコンセプトに、セネガルのカラフルなプリント布を使った服や雑貨の制作・販売

を、同国のテーラーたちと共に行う。　https://www.facebook.com/jamtun.africa

【グアテマラ】　グアテマラの誇る織物やビーズを使った民芸品の企画・製作・輸入・販売を行う。つくり手である村の女性たちの経

済的自立を目指している。　https://semilla.stores.jp

【ガーナ】　ガーナに設立したNGOで障害者の雇用を生むために伝統織物「ケンテ」のショールの販売、日本のアパレル会社からの

製品受注などを行う。　http://ta2nooto45.base.ec

【モンゴル、アフリカ地域】　モンゴルの羊毛フェルトやアフリカ伝統の素材を使ったハンドメイド製品の企画デザイン・輸入・販売

を行う。　http://daladala.jp

【タイ】　タイ山岳少数民族の伝統刺繍や織物を使ったオリジナル雑貨（小物、アクセサリーなど）、素材の販売や卸販売を行う。

　http://chaokao.org

【スリランカ、インド、ペルー、ケニアなど】　スリランカの紅茶をはじめ、インドやペルー、ケニアなど世界各国の食品や雑貨の輸入・

販売を行う。　https://fairtrade-teebom.com

【パプアニューギニア】　パプアニューギニアで栽培されたバニラビーンズやカカオ豆などの農産物やその他加工食品の輸入・販売

を行う。 　http://www.vanilla-house.com

【中華人民共和国】　中華人民共和国・内モンゴル自治区オルドスの砂漠緑化支援を目的に、同地産の岩塩や重曹などの販売を行う。現

地では、植林のほか、有機肥料の生産や高付加価値農業の導入など環境と経済の好循環モデルづくりを行っている。　http://banben.jp

【メキシコ】　メキシコのマヤ先住民が無農薬・無化学肥料で栽培する「マヤビニックコーヒー」などの輸入・販売を行う。

　www.hagukumuhito.net

【ルワンダ】　ルワンダへのスタディツアーや視察ツアーなどのコーディネート、同国での日本語教室の運営などを行う。

　http://yambiconnect.biz/

【スリランカ】　スリランカの女性生産者団体「ラクリヤ」のハンドメイド品を中心に、スリランカ雑貨の企画・輸入・販売を行う。

　http://lakliya.com

団体の名称（読みがな）
代表者

 【事業対象の国／地域】　事業概要　ウェブサイト

【グアテマラ】 子どもたちの顔が見える、支援者の声が子どもひとりひとりに届く就学支援、グアテマラの伝統文化を活かした自

立支援を行う。地元の人たちの協力のもと、地域に根ざした活動を目指している。　https://www.aoisoranokai.org

【スリランカ】 ソーシャルビジネスを通した社会課題解決に注力。現在、視覚障害指圧師の指圧院「Thusare Talking Hands」

の運営、持続可能な農業技術の普及および有機食品店「Kenko1st」の運営を行う。　http://www.apcas.jpn.org

【アフリカ地域】 元ケニア隊員たちが中心となって設立。可能性と世界的な課題を抱えるアフリカへの関心を高め、アフリカと

日本の活力へとつなげる活動（出版、教育支援、講座の企画・開催、情報提供など）を行う。　http://africa-rikai.net

【アフリカ地域】 「富山の置き薬」の仕組みをアフリカで展開し、人々の健康と笑顔に寄与することを目指す。現在パラレル

ワークのプロボノ約50人で活動。アフリカに情熱を持つ人材募集中。詳細はHPにて。　http://afrimedico.org

【アラブ地域（特にイラク）】 アラブ地域（特にイラク）を対象に、収入創出活動支援や、イラクと日本の子どもの交流促進にも

取り組む。　http://nakayokusurukai.cocolog-nifty.com

【バングラデシュなど】 バングラデシュ東部で暮らす少数民族・ラカインの人 と々ともに、環境保護や子どもの教育支援を目的

に活動する。2016年から女性の生産活動（織物）支援を開始。　http://aa2007.jimdo.com

【パラグアイ】 教育・農業・環境・地域経済発展を軸に、パラグアイの生活水準向上に向けた活動を行う。地域に根ざす持続可

能な取り組みとするため、住民主体の運営体制を構築中。　https://www.facebook.com/ong.egao

【フィリピン】 日本国内で地域づくり・障害者支援（特に視覚障害者支援）の活動を行う一方、開発途上国の就学困難児童の

支援にも取り組む。　http://www.gpw39.org

【ケニア】 人格、成績ともに優秀であるが、経済的な理由で就学の継続が困難なケニアの子どもたちを対象とする奨学金事業を

運営。メンバーは、ケニアの協力隊員やその経験者たち。　https://www.kestes.org

【日本、カンボジア、東ティモール】 母子保健、保健人材育成、医療アクセスの改善、保健教育の質向上、在日外国人支援など

の分野における活動を国内外で展開する。　https://share.or.jp

【スリランカ】 スリランカの子どもたちの学びや生活の環境向上を目的に、幼児教育支援、絵本出版、教育里親事業、障害児通

所施設の運営、女性の生計支援などを行う。　https://surangani2014.weebly.com/

【タンザニア】 孤児など学校に行けないタンザニアの子どもたちを対象に、就学支援を目的とした「里親制度」を運営する。

　http://www.cat.wanakijiji.com

【中華人民共和国】 中華人民共和国の農村部の子どもたちの就学支援を行う。現在は日本からではなく中国の富裕層からの支

援金を農村部へ届ける形で支援を継続。中国・日本の相互理解に向けた教育の推進にも取り組む。　http://www.cceas.net

【ザンビア、カンボジア】 アフリカやアジアで保健・医療や農村開発などの分野における支援活動を行う。持続可能な自立の支

援をモットーに、現地との協働を重視した活動を展開する。　http://www.tico.or.jp

【タンザニア】 タンザニア産のコーヒーや布などの販売を通した同国の障害者への少額融資や鶏銀行などの支援、および異文化

理解ワークショップなどに取り組む。 　http://www15.plala.or.jp/twende-tanzania

【バングラデシュ】 バングラデシュ・ジェソール県シャシャ郡の農村で、地域住民参加による持続可能な大豆入り学校給食、大

豆食品生産、農村女性の収入向上のための伝統刺繍製品生産を行う。　http://www.jbcea.org

【ミクロネシア連邦を中心とした大洋州】 大洋州の島々で失われつつある伝統文化・文化遺産の記録・継承・教育を中心とした

活動を進めている。https://www.youtube.com/c/PasiRena　　http://www.facebook.com/PasifikaRenaissance

【バヌアツ】 日本の子どもとバヌアツの子どもをつなぎ、写真展や児童画展の開催、小学校への出前授業を通じて、日本の子ど

もたちが子どもらしく、人間らしく成長する機会を提供。　https://vanu-npfa.jimdofree.com

【セネガル】 村落部における地域住民への保健教育、学校の学習環境改善、女性の収入向上活動のサポートなど、現地のカウ

ンターパートを通じて日本から支援を行っている。　http://bokk-jambaar.org

【カンボジア】 カンボジアの農村地区の小学校で、子どもたちの健康を守るための学校保健体制の一環として同国初の「学校

の保健室」をつくり、モデル校としての支援活動をしている。　http://blog.livedoor.jp/madamu_kenken

【パラグアイ、ボリビア、日本】 パラグアイの農村部やスラムを中心に学校教育支援や生活改善支援などを行うとともに、ジェン

ダー課題解決のプロジェクトを展開。2018年度よりボリビアでも生活改善の活動を開始。　http://mitai-mitakunai.com

【アジア地域】 高齢化が進むアジア諸国でリハビリテーションや介護の仕組みづくりに取り組む。保健・医療分野の協力隊経

験者などがそれぞれの派遣国におけるプロジェクトのリーダーを務めている。　https://www.rehab-care-asia.org

32ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 033 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 0

［凡例（P.32〜33共通）］

 「ビジネス」を通して社会課題の解決を目指す「ソーシャルビジネス」に挑戦するJICA海外協力隊経験者の一部をご紹介します。

SOCIAL BUSINESS国際協力NGO
JICA海外協力隊経験者が主宰するNGOのうち、国際協力活動に取り組む団体の一部をご紹介します。

JICA海外協力隊経験者によるJICA海外協力隊経験者による
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※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。

編集・発行：独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1 竹橋合同ビル

落丁・乱丁の場合はお取り替えしますので、発行元までご連絡ください。

発行日　2020年12月

連絡先変更・情報提供のお願い
　青年海外協力隊事務局では、帰国されたJICA海外協力隊の皆
様との関係を保ち、情報を共有したり、ご意見をお聞きしたりする
ことが事業改善を進めるうえで重要だと考えています。そのため、
住所変更などが生じた場合は、「住所変更届・進路現況連絡票」
（下記ウェブサイトよりダウンロードが可能）のご提出をお願いし
ています。年に1度、OB・OG向け『クロスロード』をお送りするた
めにも必要な情報になりますので、よろしくお願いします。また、皆
様の周りで連絡先を変更された方がおられましたら、「住所変更
届・進路現況連絡票」のご提出をお伝え願います。なお、メールや
電話、郵便などで、事業の改善や見直しに関するアンケートをお願
いしたり、さまざまな分野で活躍されているJICA海外協力隊OB・
OGの方のご紹介をお願いしたりすることもあるかと思いますが、そ
の際はご協力をよろしくお願いいたします。

■住所変更届・進路現況連絡票
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/procedures/documents

■各種届出の提出先／問い合わせ先
jvtpc-sinrosien1@jica.go.jp（JICA青年海外協力隊事務局 人材育成課）

　全国15カ所にあるJICA国内拠点。開発途上国と日本の各地
域を結ぶ架け橋として、地域の特色を生かした国際協力を市民や
NGO、自治体、民間企業などと連携して推進しています。
　各拠点では、JICA海外協力隊経験者を対象とする就職・キャ
リアアップ・スキルアップのためのセミナーや、国際協力に関連す
る各種セミナー・写真展などを開催しており、国際協力関連の資
料なども閲覧できます。また、全国3カ所にあるJICAの「地球ひ
ろば」では、世界が直面するさまざまな課題や、途上国と私たちと
のつながりを体感できます。ぜひご利用ください。
※各拠点の所在地・連絡先などは下記ウェブサイトをご覧ください。  
JICA「国内のJICA拠点」▲

https: //www.jica.go.jp /about /structure/domestic /

名称	 所轄地域 

①JICA北海道（札幌）	 北海道（道央・道北・道南）

②JICA北海道（帯広）	北海道（道東） 

③JICA東北	 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、
④JICA二本松	 福島県
⑤JICA筑波	 茨城県、栃木県 
⑥JICA東京	 群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、
	 新潟県、長野県 
⑦JICA横浜	 神奈川県、山梨県 
⑧JICA駒ヶ根	 長野県
⑨JICA北陸	 富山県、石川県、福井県 
⑩JICA中部	 静岡県、岐阜県、愛知県、三重県
⑪JICA関西	 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
	 奈良県、和歌山県 
⑫JICA四国	 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
⑬JICA中国	 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 
⑭JICA九州	 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、
	 宮崎県、鹿児島県 
⑮JICA沖縄	 沖縄県

 【国内拠点】

 【地球ひろば】
名称	 	 	 所在地

①ほっかいどう地球ひろば		 北海道札幌市
②JICA地球ひろば			   東京都新宿区 

③なごや地球ひろば			  愛知県名古屋市

2021年度応募勧奨へのご協力のお願い
　より多くの方にJICAボランティア
事業を知っていただくために、みな
さまの力をお貸しください！ お勤め
先、ご友人のお店、町内会掲示板な
どへのポスターの掲示にご協力いた
だける方は、最寄りの国内拠点にご
連絡ください。

■送付物：
2021年度募集広報用ポスター
 （B3サイズ＝364mm×515mm） 

■送付時期：
2021年4月以降（折り畳んだ状態でお送りします） 

■申込・問い合わせ先： 
左記の【国内拠点】より最寄りの拠点にご連絡ください。

■ご連絡いただく内容
件名：2021年度募集ポスター申込 
本文：①お名前、隊次、派遣国、職種　
	 ②ご送付先（日本国内のみ）
	 ③ご希望枚数（お1人3枚まで）
※送付枚数が上限に達した時点で、受付を締め切らせていただくこともござい
ますのでご了承ください。 

募集ポスター例（デザインはお
送りするポスターと異なります）

右記ウェブサイトでは、JICA海外協力隊経験者

に対し、自治体職員・公立学校教員の採用試験

で特別選考制度を設けている自治体や教育委員

会、入試などで優遇措置を取っている大学・大学

院を紹介しています。

▲

自治体職員採用試験における特別措置等	
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/jichitaishokuin.pdf

▲

公立学校教員採用試験における特別措置等
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/kyouin.pdf

▲

大学・大学院の入学試験における特別措置等	
 https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/careerinfo/pdf/daigaku_yugu.pdf

進路進路開開拓インフォメーション拓インフォメーション
J I CA海外協力隊経験を生かしたキャリア形成のための情報を紹介します。

JICA INFORMATION

JICA国内拠点 JICA海外協力隊OB・OGへのお願い
〜JICA青年海外協力隊事務局より〜

進路開拓支援情報の一覧をご覧になりたい方は以下のウェブサイトをご覧ください。
JICA海外協力隊ウェブサイト「進路開拓支援のご案内」▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/

4

セミナー・ワークショップ
広い視野に立ってキャリアプランを立てることを支援するため、
具体的で実践的な情報を提供するセミナーやワークショップを

「国際協力」「民間企業」「地域貢献」「公務員」など進路のタ
イプ別に各地で開催しています。詳細は下記ウェブサイトでご確
認ください。

▲

https: //www.jica.go.jp /volunteer/obog/career_support /
seminar

5

自治体・企業向け報告会・交流会
JICA海外協力隊経験者の進路開拓支援を目的に、JICA海外
協力隊の活用に関心を持つ自治体や企業などの関係者と、帰国
したJICA海外協力隊員とが集まり、活動報告や相互の交流を
行う催しを開いています。詳細は下記メールアドレスまでお問い
合わせください。

▲

jv tpc-sinrosien5@jica.go.jp
（JICA青年海外協力隊事務局人材育成課 帰国後研修・交流会担当）

6

JOCV枠UNV制度
JICAは国連ボランティア計画（UNV）と提携し、UNVが各国
に派遣するボランティア（国連ボランティア）にJICA海外協力
隊経験者が参加する際の費用を負担する制度「JOCV枠UNV」
を設けています。詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。

▲

https: //www.jica.go.jp /volunteer/obog/career_support /
unv

1

進路開拓についての相談受付
全国に「進路相談カウンセラー」や「青年海外協力隊相談役」
を配置し、就職・進学をはじめとする進路開拓に必要な各種情
報の提供やカウンセリングなどを行っています。2020年11月現
在、全国に計18人を配置。それぞれの担当都道府県や連絡先
は下記ウェブサイトをご覧ください。

▲

https: //www.jica.go.jp /volunteer/obog/career_support /
seminar

2

「帰国隊員進路情報」ページ
JICAが 運 営 する国 際 協 力 のキャリア 総 合 情 報 サイト

「PARTNER」には、青年海外協力隊と日系社会青年海外協力
隊の経験者を対象に、企業などの求人や進学、セミナーなど、進
路開拓に関する各種情報を随時お知らせする「帰国隊員進路
情報」ページを設けています。

▲

https: //partner.jica.go.jp /CareerInfo

3

教育訓練手当
JICAでは、進路開拓に役立つ技術・技能の修得や免許・資格
の取得につながる教育・訓練を受ける場合に、受講のために支
払った費用の8割（上限は20万円）を支援する制度「教育訓練
手当」を設けています。受給資格や申請方法などの詳細は、下
記ウェブサイトでご確認ください。

▲
https: //www.jica.go.jp /volunteer/obog/career_support /

allowance

帰国したJICA海外協力隊員へのJICAによる進路開拓支援
※対象は「青年海外協力隊」と「日系社会青年海外協力隊」の経験者です。

JICA 海外協力隊経験者等の優遇措置
（地方自治体職員・地方自治体公立学校教員採用試験／大学・大学院入試）
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